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　彼女は目を開いて、世界を見る──。

　彼の愛を受けて、そして堕ちていく。

　なんて甘美で刺激的で、それでいて幸せなのだろうか、と。






　だが、彼女のマリンブルーの瞳は、かつて彼がくれた大切な想い出を映した。

　淡いピンク色の宝石が輝くネックレスが、彼女に気づかせた。

　彼の愛は「まやかし」であることを……。






　だから、愛する人とその大切な人を守るために、彼女はもう一度やり直すことにした。

　弱い自分にさよならを告げて、幸せな未来を掴むために彼女は前を向く。






　そうして、掴み取った未来のその先で、彼女は──。

















第一話　憧れの人と失われた未来












　春の暖かい陽気の中で、二人の少女はランチを食べていた。

　バスケットに入ったサンドイッチは、卵やハム、チーズにレタスといった様々の具材で彩られている。

「フィッシェルって、ほんと料理上手よね」

　栗色のふんわりした髪の少女は、サンドイッチを食べながら、隣にいる友人を褒めた。

「へ、変なこと言わないでよ、マリー！」

　友人の言葉に、フィッシェル・ルクラーズは恥ずかしさで顔を赤らめた。

　フィッシェルは制服のスカートの上に落ちたパンの欠片を拾って、バスケットの隅に置く。

「だって、毎日こうして持ってきてくれるランチがほんとに美味しいんだもん！」

　マリー・ヴェルンはもう一つサンドイッチを手にして言う。

「私一人で作ったんじゃないよ。お母様にも手伝ってもらったもの……」

「それだけでも本当にすごいと思う」

「そうかな……」

　フィッシェルは親友が不意に誉めてくれて、戸惑っている。

　そんなフィッシェルの様子を見たマリーは、口元に手を当てて微笑みながら言う。

「もう、ほんとに可愛い」

「だから、可愛くないの！」

　フィッシェルはそう言って、小さなため息をつく。

　ネールピンクの長い髪を耳にかけて、フィッシェルは空を見上げた。

（今日はいい天気ね）

「あ！　今、いい天気ね、って思ったでしょ」

「え!?」

　マリーに心の声を言い当てられたフィッシェルは、肩をビクリとさせた。

「それにしても、もっとみんな外でランチを楽しんでもいいのに～」

　マリーはテーブルに肘をつき、両手で頬をぷにっと押しながら呟いた。

　聖ヴァルド学院は、フィッシェルの母親であるマーガレット・ルクラーズが創立した学院である。王国が許可証を発行した、ほんの少しの優秀な人しか通うことを許されない。学院は、将来王国を支えるための人材を育成するために、国の歴史や魔術、そして経営学などを中心に学んでいく場所だ。

　そのような格式高い学院に通う貴族の令息や令嬢は、皆ランチを食堂でとる。食堂では王国中の一流シェフたちが腕を振るい、毎日生徒たちにランチを提供していた。

　本来であればフィッシェルやマリーも食堂でとるのだが、彼女たちが外でランチをするのには理由があった。

「そう言えば、今年も日照りが続くそうよ」

　マリーは深刻な面持ちでフィッシェルに言う。

　その言葉に、フィッシェルは俯いて考え込んだ。

（また、農作物が穫れなくなっちゃう……）

　フィッシェルがそう心配するのには理由があった。

　王国北部にあるルクラーズ伯爵領は多くの農作物の生産で王国を支えていた。しかし、一年ほど前から晴天の日が例年の二倍ほど多く、水不足に陥っていたのだ。

　王国南部を流れるセリーヌ川の付近では、この干ばつの影響を免れているが、北部の小さな川しかない地域では非常に大きな影響を受けてしまっていた。

　ルクラーズ伯爵領を含む王国北部の国民は食糧難に陥り、飢餓に苦しむ者も次第に現れた。そんな状況を憂いたセドリック・ルクラーズ伯爵が、自分自身も倹約をすることにしたのだ。

　元々過剰な贅沢暮らしを好まなかったセドリックだが、より一層自分たちの暮らしを見直して節約を始めた。

（お父様がある日、泥だらけの体で帰ってきて、『うちも今日から節約する』と宣言した時には、私もお母様も驚いたけど……）

　その後、セドリックの妻であるマーガレットは何か自分も夫の力になりたいと、王国の家庭料理を学んで作るようになった。

　メイドたちも最初は恐れ多いとあたふたとしていたが、今ではマーガレットと一緒に日々の献立を考えたり、料理を作ったりして楽しんでいる。

（お母様がお料理に夢中になりすぎて、お弁当まで作り出したのはお父様も予想外だったみたい）

　料理にハマったマーガレットは、毎朝早起きして、夫のセドリック用と娘のフィッシェル用のお弁当を二つ作る。それぞれ、職場と学校に持っていくのが日課となった。

　さらに最近はたくさん作りたいからと、マーガレットはマリーの分まで用意をしている。

　こうして、二人は一緒にランチを外で食べることになったのだ。

「でも、セドリック様とマーガレット様のおかげで、こうしてお外でフィッシェルとランチできるんだものね」

　マリーは嬉しそうに言いながら、紅茶を飲んだ。

「そうね、お母様が料理をしたいから聖ヴァルド学院の理事長を辞めるって言った時は、お父様もさすがに紅茶を噴き出して焦ってたけどね」

「え!?　あのセドリック様が!?」

　セドリックは、その整った顔立ちや緑色の瞳、そして普段からあまり物を言わないことから、『沈黙のエメラルド貴公子』と呼ばれている。

　何度も会ったことのあるマリーでさえも、セドリックの声を数回しか聞いたことがない。それほどまでに彼は無口で冷静沈着であるから、フィッシェルの発言にマリーが驚くのも無理はなかった。

「でもやっぱり、マーガレット様には憧れちゃうな～」

　マリーはうっとりした表情で、ため息をついた。

「そう？」

「そうよ！　だって、あの『月光げっこうの雪姫ゆきひめ』だもの！」






　フィッシェルの母親であるマーガレットは、王国でも非常に有名な女性だった。

　ラズベリーレッドの長い髪に、全ての人を魅了するマリンブルーの瞳。それでいて強い魔力を持ち、氷の魔術を駆使しながら、夜に活動が活発化する「魔物」を退治する。

　魔術師は氷・火・水・風・光の五種類を基礎とする魔術を駆使して闘うが、氷の魔術を習得することが一番難しいとされている。

　マーガレットは、この氷の魔術をわずか十歳で習得してしまった天才である。

　そんな彼女をある吟遊詩人が『月光の雪姫』と名づけたことから、その名が一気に広まった。

　さらにその類稀なる魔術のセンスに加えて、その魔力の強さと実績から、マーガレットは王国より勲章と新たな任務を授かった。

　それが、王国創立時からあり、最も権威のある王国直轄機関である『魔術院』院長の就任だった。

　魔術院には多くの魔術師たちが所属して勤務しており、王国を魔物の脅威から守っている。魔術院所属者には高い爵位と広大な領地が与えられ、王国政務の中でも大きな発言権を得られる。

　しかし、次第に魔術院の権威や高い報酬に目がくらんだ貴族たちの汚職事件が発生するようになってしまう。

　歴史と権威がある魔術院の腐敗は、国王の頭を悩ませた。

　そこで白羽の矢が立ったのは、若くして魔術院に所属し、また政治派閥からも縁遠い家系に育ったマーガレットだった。

　マーガレットは二十歳の若さで魔術院の院長に就任し、政治の膿となってしまっていた魔術院を見事立て直していったのだ。

　彼女はそれまで魔術院所属者へ無条件に与えられていた爵位や領地の付与を廃止。生まれや育ちにかかわらず、魔術の強さや人間性を重視した新しい評価制度を取り入れた組織づくりに励んだ。

　さらに、マーガレットは若者の魔術教育にも力を入れた。

　王国初となる魔術科を設置した聖ヴァルド学院を創立し、魔術院と同様に家柄や育ちにかかわらず、一般教養と魔術教育を受けられるように整備していった。

　こうして、マーガレットは魔術院の院長と、聖ヴァルド学院の理事長を務めながら、王国での政治改革と魔術教育、そして国王の信念であった『等しく正しく、心豊かに』を実現していったのだ。






「でも、マーガレット様が学院の理事長をお辞めになった時は、ほんとに驚いたわ」

　マリーがデザートのオレンジを食べながら、そう言う。

（そうよね……いろいろお母様は破天荒というか、なんというか）

　マーガレットは聖ヴァルド学院の理事長に就任してまもなく、セドリックに見初められて結婚。その二年後にはフィッシェルが生まれた。魔物退治の危険性や魔術院院長と学院の理事長という多忙さを心配したセドリックが、マーガレットにせめてどちらかは引退するように勧めるも、彼女は頑なに辞めなかった。

　しかし、そんな彼女は昨年からの干ばつの影響で領民が苦しんでいる姿を見て胸を痛め、そして夫の仕事に励む姿に感銘を受けて、ついに学院の理事長職を後任に託した。

　現在は、マーガレットの意思を継いだ、彼女の妹が理事長を務めている。

（こう、と決めたらすぐに行動しないと気が済まないのよね、お母様は……。でも、お父様のためになりたいと始めたことが料理だったのはちょっと意外だったけど）

　そんな母親の「決断力と魔力」に、フィッシェルは憧れていた。

「あっ！　マリー！　もうこんな時間！」

　フィッシェルの言葉を聞いて、マリーは兄からもらったお気に入りの懐中時計を開いた。

「うわっ！　ほんと！　次は確か魔術演習の授業よね!?」

「うん！」

　フィッシェルの返事にマリーの顔がどんどん曇っていく。

「私、あの先生、苦手だ……」

　マリーは以前、課題の提出期限を過ぎてしまい、先生にこっぴどく叱られてしまったことがあった。

　その時の苦い記憶がずっと残っており、マリーはそれ以降、魔術演習の授業が苦手だったのだ。

「大丈夫だよ、マリー。私も隣にいるから」

「フィッシェルぅ～!!」

　涙を目にためながら、マリーはフィッシェルの胸に抱き着く。

　フィッシェルの胸元がじんわりと涙で滲んでいった。

「もう……。制服が汚れちゃうじゃない」

　ぐすんぐすんと鼻をすすりながら、マリーはフィッシェルから離れた。

「ごめん、ごめん」

　そうして、二人が教室に向かって歩みを進めたその時、目の前に一人の男性が立ちはだかった。

「ハエル……？」

　マリーは首を傾げながら、そう呟いた。

　ハエル・ミュラットは紫の瞳を真っ直ぐにマリーに向け、わなわなと体を震わせている。

（怒ってる……？）

　そうして段々怒りが強くなってきたのか、ハエルの息が乱れる。

「どうしたの？」

　マリーがそう言ってハエルに触れようとしたその時、ハエルはその手を勢いよく跳ねのけた。

「裏切ったなっ!!」

　ハエルの怒号が学院の庭に響き渡った。

　マリーは訳が分からず、目を大きく見開いた。

　マリーが困惑していることはお構いなく、ハエルは言葉を続ける。

「マリー！　お前、俺という婚約者がいながら、浮気したそうじゃないか!!」

「え？」

　ハエルの問い詰めに、マリーは戸惑いの声をあげた。

　マリーは何かの冗談かと思い、ハエルの様子を注意深く観察する。

　しかし、どうやら彼の怒りは本物らしい。

「私が浮気……？　どうしてそんな……」

　マリーがハエルに問いかけると、彼はさらに捲し立てる。

「とぼけても無駄だ！　証拠はあがってるんだぞ！　お前、リュシエルに言い寄ったらしいじゃないか！」

「言い寄った!?」

　マリーは大きな声をあげた。

　彼女は必死に自分の記憶をたどってみる。すると、一つだけ思い当たることがあった。

「もしかして、私が一昨日リュシエルを医務室に連れていったことを言ってる？　あれは、彼が怪我をして歩きづらそうだったから、手助けしただけよ！」

　マリーの反論に、ハエルは納得しない。

「そんなこと言いつつ、リュシエルと抱き合えて嬉しかったんだろう!?」

「はあ!?」

　ハエルの言いがかりに、マリーは強い口調で言い返した。

「嫌だ嫌だ。これだからお前は……。面食いだもんな！　お前のお兄様も見目麗しいし、お前は男の顔しか見ていないんだろう」

　ハエルは両手を大きく広げて言った。

「そ、そんなことないわ！」

　マリーは強く反論するが、ハエルは聞く耳を持たない。

「ああ、そうか！　お前は俺の家の金目当てだったんだな！　ああ、納得したよ。俺へ『好き』と言っていたのは、飾りの言葉だったんだな！　お前にはひどくがっかりしたよ。そんなに顔がいいやつが好きなら……俺のことが嫌いなんだったら、そいつのところに行っちまえ！」

　ハエルの言葉はマリーの心を深く傷つけた。

「ま、マリー……」

　フィッシェルは、俯いて何も言わなくなったマリーに優しく声をかけた。

　すると、マリーは勢いよく顔をあげた。

「なっ！」

　ハエルが驚きの声をあげるのも無理はなかった。

　マリーの蒼い瞳からは大粒の涙が零れ落ちていたからだ。

　そうしてマリーは、震える唇を一度だけぎゅっと結ぶと、大きく息をはいてハエルに言う。

「わかったわ、別れましょう」

「は？」

　マリーの唐突な決断に、ハエルは呆気にとられている。

　しかし、そんなハエルの様子を気にかけることなく、マリーは続けざまにこう口にした。

「今、この場をもって、あなたとの婚約を破棄させていただきます！」

「……なん、だと？」

　マリーから最後の涙が零れ落ちた。

　絶句しているハエルにマリーは言い渡す。

「じゃあ、そういうことだから。さようなら」

　そう言ってマリーはフィッシェルの手を引いてその場を去ろうとする。

「お、おいっ！　待て!!」

　ハエルの焦った声が、マリーの耳に届く。

　しかし、彼女は振り返ろうとはしなかった──。






　フィッシェルとマリーは裏庭のベンチに腰かけていた。

「ま、マリー？」

　フィッシェルは隣でひどく俯いているマリーに、恐る恐る声をかけた。

　すると、マリーはがばっと勢いよく天を仰ぎ、そのまま絶叫する。

「ああああああああーーーーーーーー！！！！！　終わったああああ！！！」

　突然の大声にフィッシェルは、肩をビクリと揺らした。

　マリーは大きなため息をついた後、フィッシェルに泣きつく。

「どうしよーーーー!!　私、婚約破棄、勝手にしちゃった！　絶対、お父様とお母様に怒られる!!」

　フィッシェルはそっとマリーの頭を撫でた。

「大丈夫、わかってくれるよ。おじさまもおばさまも」

　フィッシェルの慰めの言葉に、マリーは顔をあげた。

「そうかな……。だって、今回の婚約にはお互いの家の話も含まれていて大事だって、お父様が……」

　マリーのか細い声を聞き、フィッシェルは彼女に向かって優しく微笑んだ。

「大丈夫、おじさまならわかってくれるよ」

「う、うん……」

　マリーは目を伏せながら、ゆっくりと自分の胸の内を語り出す。

「好きだったの、ハエルのこと。だから、だから……信じてくれなかったことが許せなくて……それで、私、ひどいこと……」

（そっか、マリーはほんとにハエルのこと想ってたんだ）

　十二歳で婚約したマリーとハエル。それは家業の提携を理由とした政略結婚だった。

　マリーの実家であるヴェルン公爵家は長らく王国からの要請もあって取り組んでいた貿易事業がうまくいっていなかった。しかし、同時期にハエルの実家であるミュラット伯爵家が元々の事業の柱であった海産物の生産事業に加えて、他国との交渉によって海域の利権拡大に成功した。

　海産事業や貿易事業にさらなる発展の活路を見出していた王国は、ヴェルン公爵家にミュラット伯爵家との縁談を薦め、今回の婚約に至っていた。

　家同士の都合による政略結婚に、初めはマリーも乗り気ではなかったが、次第にマリーはハエルに心を許していったのである。

　マリーは目を潤ませながら、呟く。

「ハエルはいつも大事に想ってくれてた。それに……デートの日に体調を崩してしまった私を気遣ってくれて……」

　マリーはハエルへの想いを口にする。どんどん溢れてくる彼との想い出に、マリーは圧し潰されそうになった。

（どうしよう、こんな時に、なんて声をかけたらいいのか、わからない……）

　フィッシェルは自分の不甲斐なさが嫌になった。

　それでもなんとか友人の想いに寄り添うために、そっとマリーの肩に手を伸ばした、その時だった。

　彼が現れたのは──。

「マリー」

　低めの静かな男性の声が、フィッシェルの耳に届いた。

　その声はマリーにも届いており、彼女は呟く。

「お兄様……？」

　二人の前に姿を見せたのは、マリーの七歳上の兄、レイ・ヴェルンだった。

（レイ様……！）

　フィッシェルの心臓は大きく跳ね上がった。

「やだ、あれ、レイ様じゃない？」

「うそ!?　なんで学院に？」

　後ろを通りかかった女性も、レイの美貌に思わず顔を赤らめた。

　学院生でもない彼の登場に、周りはざわつく。

　フィッシェルにはどうやらそのざわめきは耳に入っていないようだった。

（レイ様、少し髪が伸びてる……）

　真珠色の艶やかな髪に、すらりとした長身。切れ長の目は、マリーと同じく蒼い。

　周りの声にレイは顔を歪め、自身の耳元に光るピアスに触れながら言った。

「マリー、父上が呼んでいる」

「お父様が……？」

　マリーは泣き腫らした目を兄に気づかれないように、さっと下を向いて返事をした。

（もしかして、マリーのお父様に、もう婚約破棄のことが知られたんじゃ……）

　マリーもフィッシェルと同じことを考えていたようで、動揺の色を隠せない。

　レイはマリーの手を優しく握って言う。

「今夜、父上が急遽夜会に招待されてしまったようでね」

「え？　夜会？」

　マリーは首を傾げた。

「ああ、母上はお茶会に出てしまっているから、マリーに衣装を見立ててほしいそうだよ」

　レイは柔らかい声色で、マリーに要件を伝えた。

　その瞬間、フィッシェルはレイのある様子に気づいた。

（レイ様、マリーから目を逸らしてる？）

　確かにマリーを見ているのに、レイの蒼い瞳はずっとフィッシェルを見ていた。

（そっか、レイ様。きっと私に視線を合わせて不自然にならないようにしながら、マリーの泣き腫らした目を見ないようにしてるんだ）

　レイはフィッシェルが自分の意図に気づいたことを悟ったようで、マリーに見えないように自身の人差し指を立てて、口元に当てた。

（な・い・しょ？）

　レイの口がそう動いたので、フィッシェルは軽く頷いた。

「フィッシェル、悪い。マリーを連れて帰ってもいいか？」

「は、はい！」

　背筋を伸ばして返事をするフィッシェルに、レイは微笑みかけた。

「フィッシェル、ごめんなさい」

　レイの隣で、マリーが謝った。

「大丈夫、私のことは気にしないで。おじさまに素敵な衣装を見立ててあげて」

　フィッシェルの言葉にマリーは頷く。

　レイとマリーはそのまま馬車に乗り、去っていった。

　その姿をじっと見つめるフィッシェルの瞳は、いつしかレイ一人に向けられていた。

（レイ様……）

　レイの姿は、フィッシェルの視線を捕らえて離さない。

　レイたちを乗せた馬車が目の前を通り過ぎた時、女性たちは、黄色い声をあげる。

「見た!?　レイ様よね!?」

「うん！　かっこよすぎ～!!　さすが、『氷の魔術師』よね～」

「あのクールだけど、紳士な感じもいいわ～」

（『氷の魔術師』か……）

　レイを王国で知らぬ者はいない。

　王国筆頭公爵家であるヴェルン家の嫡男にして、人々を惹きつけるその美貌。それに加えて王国屈指の魔力を誇るレイは、人々から『氷の魔術師』と呼ばれている。

　そんな彼と、彼の妹であるマリー、フィッシェルの三人は幼馴染だった。

　フィッシェルは胸元に手をやった。

（あの事件の日にもらったお守り）

　フィッシェルの首元には、レイからもらったネックレスが光っていた。それには、フィッシェルの髪色とよく似た淡いピンク色の宝石が胸元に一つ、ついている。

（叶うわけない、この想いは……）

　切ない瞳に、淡い想いが隠されている。

　そう、彼女は彼に恋をしていた──。






　マリーがハエルに婚約破棄を言い渡した数日後──。

　フィッシェルは馬車でマリーの実家であるヴェルン家に向かっていた。

（久しぶりね、マリーの家にお邪魔するのは）

　マリーから誘いがあり、二人はアフタヌーンティーをすることになった。

　元々、二人の両親の仲が良かったこともあり、フィッシェルとマリーは幼い時から、互いの家を行き来するほどの親しい間柄だった。二人は同じ年の春生まれだ。誕生日パーティも両家合同で行ない、ますます仲を深めていったのだ。

（今日もおばさまが私たちの成長記録を語りそうね）

　フィッシェルはくすりと笑った。

　やがて、馬車はヴェルン家の玄関先で停まった。

「フィッシェルー！」

　馬車の扉が開いたと同時に、マリーが満面の笑みを浮かべながら、フィッシェルに駆け寄ってくる。白を基調としたマリーのドレスは、きらきらと日の光を浴びて輝いている。

（マリーのドレス、今日も可愛い！）

　そう口にしようとしたフィッシェルだったが、マリーがその隙を与えない。

「いらっしゃい！　待ってたわ!!　ちょうどマフィンが焼きあがったの！　冷めないうちにお庭に向かいましょ！」

　マリーがフィッシェルの手をぐいぐい引いて連れていく。

「もう、そんなに引っ張らなくても。ちゃんとついていくよ」

　フィッシェルは微笑みながら言った。

「だって、嬉しいんだもん！　フィッシェルと三日ぶりに会えたんだから、いっぱいお話することあるの！」

　マリーの鳴らすヒールの音は、まるでダンスを踊っている時のようだった。

（よかった、婚約破棄のこと、うまく取り計らえたようね）

　マリーが感情のままにハエルに申し出た婚約破棄宣言は、マリーの両親をとても驚かせた。

　レイが帰りの馬車でマリーに事情を聞き、彼女は兄に付き添われて両親に報告したという。

　しかし、婚約破棄がマリーの本心ではないことを知ると、ヴェルン公爵はすぐに手紙をハエルの実家であるミュラット伯爵家へ送った。

　ミュラット伯爵邸は王国の南部に位置するため、時間がかかってしまうが、手紙は数日のうちに届くだろうとのことだった。

　一方、聖ヴァルド学院で寮生活をしているハエルには、マリーがすぐに謝罪の手紙を送った。

（この様子からして、きっと無事に手紙の返事が来たのね）

　フィッシェルは友人の恋路がうまくいっていることを喜んだ。

　フィッシェルは終始マリーに手を引かれる形で、庭に到着した。

「ほら！　このマフィン、すごく可愛いでしょ!?」

　席につく前から、マリーは嬉しそうにテーブルの上のお菓子を紹介する。

　ふんわり焼き上がったマフィンの上にはベリーやオレンジ、レモンが載っていた。

「わあ！　可愛い！」

　フィッシェルも色とりどりのマフィンに目を奪われた。

「お嬢様、フィッシェル様。紅茶を淹れますから、よかったらお座りになってくださいませ」

　マリー専属のメイドが、二人の微笑ましい様子を見ながら声をかけた。

「そうね、ごめんなさい。私がはしゃぎすぎたわ」

　マリーの謝罪にフィッシェルが首を左右に振った。

　席についた二人の前に、紅茶のカップが置かれた。

（いい香り～！）

　フィッシェルとマリーの表情は一層明るくなる。

「さあ、召し上がれ」

　マリーの合図とともに、二人はアフタヌーンティーを始めた。

　マフィンの味を楽しめるように、紅茶の葉はシンプルなもので、ふんわりと柔らかい茶葉の香りが鼻をくすぐる。

　マリーが嬉しそうにフィッシェルに言う。

「マフィンの上の果物は、お母様の実家から届いたものなの！」

「え、じゃあ、キューリル地方の果物!?」

　フィッシェルは驚き、手に取ったマフィンを見つめた。

　マリーの母親エミリの実家があるキューリル地方は海に面した観光地だが、さまざまな果物の生産地としても知られる。

「今年はほんとにいろんな種類のベリーが穫れて、すっごく甘いの！　お菓子にもいいけど、そのままでもすごく美味しいのよ！」

　マリーの言葉を聞いたメイドが、「よかったらどうぞ」と言って器に入れたベリーを二人に差し出した。

「ありがとうございます、いただきます」

　フィッシェルは軽く頭を下げた後、ベリーを一粒口に入れた。

（うわっ！　すごく甘いっ!!）

　目を大きくさせて驚くフィッシェルを、マリーは満足そうな笑みで見つめる。

　そうして、マリーも一粒つまむと、うんうんと嬉しそうに頷いた。

　アフタヌーンティーを楽しんで、数十分、まだまだマフィンは残っているのに、マリーが席を立った。

「マリー、どうしたの？」

「フィッシェル、ごめんなさい！　ほんとに申し訳ないのだけど、実はこの後ハエルと会うことになって……」

　マリーは胸の前で両手を合わせて、申し訳なさそうにする。

　しかし、フィッシェルは、マリーのその大げさな仕草にどこか違和感を覚えた。

（なんだろう、ちょっと嬉しそう？）

　違和感の正体が気になったが、きっとハエルと会えることが嬉しいのだろうと、フィッシェルは結論づけた。

「うん、大丈夫だよ」

　フィッシェルは、笑顔で答えた。

「あっ！　そうそう、お兄様がフィッシェルと会いたいって言ってたから、呼んでおいたわ」

「え!?」

　マリーは振り返って、フィッシェルに告げる。

　その表情は、悪戯がうまくいった子どものようだ。

（嬉しそうにしてたのって、まさか……）

　そんな風にフィッシェルが考えていると、マリーがフィッシェルに近寄ってきた。

　マリーは内緒話をするように、自身の両手をフィッシェルの耳元に当てて言う。

「あなたと義姉妹しまいになれるのを、楽しみにしてるわ」

　マリーの言葉は、フィッシェルの顔を一気に赤くさせた。

「も、もうっ！　からかわないで……」

「じゃあね！」

「ま、マリー！　待ちなさいっ！」

　フィッシェルの制止も虚しく、マリーは機嫌よく去っていく。

「はあ……」

　その場に一人残されたフィッシェルは、寂しく紅茶を飲んだ。

「僕とお茶するのが嫌だったかい？」

「え？」

　聞き覚えのある声に、フィッシェルは勢いよく振り返った。

「レイ様！」

　フィッシェルの後ろから現れたレイは、さっきまでマリーが座っていた椅子に腰かけた。

　マリー専属のメイドはフィッシェルに軽くお辞儀をしてその場を離れ、入れ替わるように執事長が紅茶の準備を始めた。

　昔からマリーはフィッシェルとレイの仲を取り持とうとしており、そのことをフィッシェル自身も感じていた。

　レイがフィッシェルに嬉しそうに告げる。

「マリーからフィッシェルとお茶しないか、と誘われたんだ」

（今日もきっと、マリーが気を遣ってくれたのね……）

　フィッシェルはさっきまで一緒にいた友人に心の中で感謝した。

　やがて、紅茶が二人の前に置かれると、フィッシェルはそれを口にしてレイに尋ねる。

「レイ様、あの……お仕事のほうは？」

　マリーからレイが忙しくしていると聞いていたフィッシェルは、心配して尋ねた。

「今日は休暇にしてるから、大丈夫だよ」

　執事長が淹れた紅茶を飲みながら、レイは答えた。

　マーガレットと同じく魔術に長けたレイは、魔術院でマーガレットの右腕として魔物退治や政務を取り仕切って活躍している。

　書類仕事を嫌うマーガレットになんとか机に向かわせて彼女の署名をもらうのが、彼の日課でもあるのだが……。

（お母様の署名をもらうために、大雪の中、私の家までいらしたこともあったな……）

　フィッシェルは雪を頭に被って玄関に現れたレイの姿を思い出して笑う。

「どうして笑っているんだい？」

　レイが不思議そうに尋ねると、フィッシェルは申し訳なさそうに答える。

「すみません、以前うちまでお母様を追いかけていらっしゃった時のことを思い出して」

　レイは一瞬考え込むと、納得がいったようで彼女と同じように笑う。

「ああ、あの雪の日のことか。あれはなかなかに堪えたよ」

「うちの母がすみません……」

「いや、マーガレット様には昔から世話になってるよ」

　そしてふと、フィッシェルは思った。

（そういえば、ここ最近はレイ様を学院で見かけなくなったのよね。ちょっと前までマリーを心配してよくいらしてたけど……）

　いつの頃からだっただろうか、と考え込むフィッシェルに、レイは答えを教える。

「二年前の冬ぶりかな。君ときちんと話をするのは」

「そう、かもしれませんね」

　そうして、フィッシェルはようやく思い出した。

（あ。そうだ、確かその冬って、珍しくレイ様が高熱で伏せっていらっしゃったような……）

　冬の寒い中、レイの看病を手伝った記憶がよみがえる。

　幼い頃から、よく風邪を引いていたマリーとは違って、レイは体調を崩すことが少なかった。

「珍しかったですよね、レイ様が風邪を引かれるなんて」

「ああ」

「お屋敷の皆さんがすごく慌てていらっしゃって」

「あれは大げさすぎだ」

　レイが風邪を引いて寝込んだので、ヴェルン家の使用人たちは慌てた。何か悪い病気なのではないかと疑い、王都にいる名医を呼ぼうとした。

（でも、午後から降り出した雪でとてもじゃないけど、馬車が動くような状況じゃなかったのよね）

　そんな状況の中でレイを診たのが、フィッシェルだった。

　フィッシェルの父親であるセドリックの弟、マズリーは王族お抱えの医師だった。

　マズリーはよくルクラーズ邸に足を運んでいたのだが、非常に子ども好きで、当時幼かったフィッシェルの遊び相手をしていた。

　フィッシェルを実の娘のように可愛がり、そして彼女もマズリーに懐いていた。

　成長するにつれてフィッシェルは、誰かの助けになればと思い、マズリーから応急処置を始めとする医療の基礎知識を学んだ。やがて、学院の高等部にあがる頃には、フィッシェルは多方面での医学的知識に精通するほどになった。

「あの時、フィッシェルに救われた」

「いえ。悪い病気でなくて本当によかったです」

　フィッシェルはレイに微笑みかけた。

「あの時から僕は……いや、なんでもない」

　珍しく口ごもったレイに、フィッシェルは首を傾げた。

　少しの間があり、レイは何かに気づいたように声をかける。

「そのネックレス、まだしてくれてるんだな」

「え？　あ、はい。もちろんです」

　フィッシェルは胸元に光る飾りをぎゅっと握り締めた。

「これは、大事な大事なお守りなので」

　そう、彼女にとって、これは何よりも大切なものだった。






　十二年前──。

　王都で、人攫い事件が相次いだ。

　被害者は若い娘や子どもに集中しており、人々は夜の外出を控えるようになった。

　そして、最初の事件発生から約一か月後、一人目の被害者が森の中で遺体となって発見されてしまった。

　この出来事は王都に住む人々を恐怖に陥れることとなった。

　しかし、この事件は人々が予想しない形で幕を引くこととなる──。

　犠牲者が出てしまった数日後、ある少女が攫われた。

　王都騎士団はこの人攫いを連続人攫い事件の犯人によるものとして追っていた。今回は現場付近で少女の目撃情報があったため、騎士団はすぐに犯人の居場所をつきとめることができた。

　犯人と人質の少女がいると思われる、王都郊外の小さな小屋に騎士団が突入すると、そこには意識を失った状態の犯人がいたのだ。

　そして、そのすぐ近くには涙を目に滲ませた人質の少女と、一人の少年が立っていた。

　少年は大きく息を乱し、そして犯人に向けて魔力を放とうとした。

　このままでは少年が犯人を殺してしまうと感じた騎士団員が、少年を力づくで止めた。

　後の調べによれば、人質の少女の幼馴染であった少年が、魔力を解放して犯人から少女を救ったのだ。

　少年の手によって助け出された人質の少女は、全くの無傷だった。

　この少年と少女が、レイとフィッシェルだったのだ。

（あの時、レイ様が助けてくださったから……今の私がここにいる）






『フィッシェル、絶対に僕が君を守るから。このネックレスに誓って君を──』






　レイは当時、聖ヴァルド学院で魔術師としての将来を有望されていた。

　マーガレットの再来と言われるほどの魔力の持ち主であり、魔術院への所属はほぼ約束されていた。

　レイは、以前フィッシェルにプレゼントしていたネックレスに誓い、自身の魔力を犯人に向けて解き放った。

　たった十三歳の少年の魔力は、一撃にして犯人を気絶させるほどのものだった。

　レイのおかげでフィッシェルは無事助け出されることとなる。

　が、問題はここからだった。

　レイの強大すぎる魔力は、犯人が立てこもっていた小屋の周りにまで影響を及ぼした。

　強すぎる魔力が暴走すると、その魔力の影響を受けた人々は、魔力に当てられてしまう。

　これは「魅了」と呼ばれており、魔力を持たない人々や魔力の弱い者は気を失ってしまうほどのものである。

　人を助けるためとはいえ、レイが魔力を暴走させて人々に影響を及ぼしてしまったことを重く受け止めた国王は、レイが再び暴走しないようにと、彼の耳に魔力制御のピアスをつけさせた上に、今後一切の魔力の使用を禁止する処分を下そうとした。

　しかし、この処分に反対の意を示したのが、フィッシェルの母親である、マーガレットだった。

　マーガレットはレイを自分の弟子にし、彼に魔力の制御を始めとする、魔術の扱い方を彼女自ら教えていった。

　その甲斐あって、レイは徐々に魔術を使いこなしていったのである。

　そうして、どんどんと魔術を上達させるレイに、マーガレットは氷の魔術の極意を叩き込んだ。

　見事に氷の魔術をもマスターして魔物を次々に討伐していったレイは、魔術院の中で絶大な信頼のもと『氷の魔術師』と呼ばれるようになり、それがやがて社交界へと広がっていった。






「訓練三日目で魔物討伐の実戦に同行させられた時は、殺されるかと思ったけどね」

　レイは当時のことを思い出しながら、涼しい顔で笑った。

（お、お母様、なんてことを！）

　フィッシェルは心の中で自分の母親の強引さを謝罪した。

「……」

「……」

　久しぶりのお茶会は、二人の間に沈黙をもたらす。

（ど、どうしよう。勢いで話してたけど、急に緊張してきた！）

　フィッシェルは急に自分の恋心に意識が向いた。

　フィッシェルの心臓は、どんどんうるさくなっていく。

　沈黙の時が流れて、好きな人と今二人きりであるという事実を自覚する。

（な、何を話したら……）

　十二年分の片想いに振り回されるフィッシェルに、レイの声が届く。

「フィッシェル」

「は、はい！」

「今度、一緒に……」

　フィッシェルがそう言った時だった。

　突然強い魔力を感じた二人は、同時に森の方を見た。

（魔物の気配!?）

　フィッシェルはその魔力の強さに思わず立ち上がり、レイも鋭い目つきに変わった。

　レイは立ち上がると、フィッシェルに告げる。

「フィッシェル、君はここに……」

「私も行きます！」

　レイの言葉を遮り、フィッシェルは意志の強い瞳をレイに向けた。

　魔物の気配はヴェルン邸のすぐそばの森から感じられた。

（森の方ってことは、マリーに何かあったかもしれない！）

　フィッシェルの不安をレイも感じ取っていた。

　彼は少しの間考え込んだ後、フィッシェルに告げる。

「絶対に僕の傍から離れないように」

　フィッシェルは深く頷いた。






　フィッシェルとレイは、急いでヴェルン邸を出た。

　道路を過ぎた先の森に入った瞬間、フィッシェルは辺りの空気が変わったのを感じた。

（何か、気持ち悪い……）

　森の奥に進むにつれて、空気はどんどん澱んでいく。

「レイ様！　あれ！」

　フィッシェルとレイの視線の先に、馬車が現れた。

　それは壊れて横転しており、黒く禍々しい何かに絡めとられている。

（何なの……？）

　フィッシェルはあまりの邪悪な気配に後ずさりしそうになった。

（あれって、マリーの乗ってた馬車……！）

　フィッシェルは彼女の名を叫ぶ。

「マリー!!」

　しかし、フィッシェルは気づいてしまった。

　友人がもう生きていないということに……。

　馬車の中から、だらりと力をなくしたマリーの手がのぞいている。そして中には、真っ赤な血に染まった彼女の姿があった。

　あまりの惨さにフィッシェルは思わず目を覆った。

（なんで……マリーがどうして……）

　フィッシェルはその場に座り込んで膝を抱えた。

　受け入れがたい光景に、フィッシェルは冷静でいられなくなる。

（マリーが……！　マリーが……！）

　フィッシェルは突然のことに取り乱してしまう。

　しかし、ふと我に戻ったフィッシェルは、顔をあげた。

「レイ様……」

　この惨状を知って最も辛いのは、マリーの兄であるレイだ。

　フィッシェルはレイを呼んだが、レイは馬車を前にして立ち尽くしていた。

　レイはフィッシェルに視線を向けることもなく、亡骸となったマリーを見つめた。

　フィッシェルはただその後ろ姿を見つめることしかできなかった。

「マリー……」

　生気のない声でレイは妹の名を呼んだ。

　しかし、すでに力尽きてしまっている彼女から返答が来ることは、もうない──。

「マリー……答えてくれ」

　何度も亡骸に叫び続ける姿は、なんとも痛々しかった。

　そうして、レイは静かに耳元に手を持っていくと、そのまま自身のピアスを引きちぎった。

　そのピアスは、レイの強力な魔力を封じ込めるためのものである。

「レイ様っ！」

　フィッシェルはレイに呼びかけるが、返答はなかった。

　呆然と立ち尽くしていたレイのもとに黒い何かが忍び寄る。

　馬車を襲っていた「それ」は、ようやく姿を見せた。

「ま、もの……」

　フィッシェルは震える声で呟いた。

　レイは顔色を変えることなく、その魔物をじっと見据えた。

（危ないっ！）

　フィッシェルはそう叫びたいが、恐怖から声が出ない。

「ぐおおおおおおおおーーーーーーー!!」

　魔物の叫びが森中に伝わっていく。

　人でも動物でもない姿をした魔物は、黒い靄のようだ。

　魔物は形を変化させながら、レイに近づいていた。

　レイはそんな魔物に無表情のまま手をかざした。

　レイの魔術を受けた魔物は、一気に凍ってしまう。

（なんて強い魔力……）

　フィッシェルはその強大すぎるレイの魔力に、圧倒されるだけだった。

「ぐぎゃあああああーーーーー!!」

　魔物は苦痛の声をあげた。

　レイの一撃で、瀕死の傷を負った魔物は、もう消えるしかない。

（倒した、の……？）

　レイの攻撃によってその姿をとどめられなくなった魔物は、段々と力を失っていく。

　誰が見ても、魔物はもう死ぬ直前だった。

　しかし、レイは再び魔物に手をかざし、その手に魔力を込めていく。

「え……」

　フィッシェルの口から思わず声が漏れた。

　レイは言葉を発することなく、氷の破片を無数につくり上げると、それを一気に魔物に放った。

「ぎゃあああああああああああああーーーーーーーーーーーー!!」

　魔物の叫びが再び森に響き渡った。

　レイは氷の破片の攻撃が終わると、今度は氷柱を作り上げていく。
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（レイ様、もうやめて……）

　反撃する意思もなく、もう消えてゆくだけの魔物に、レイは何度も何度も攻撃を加えていく。

　妹を失った感情をぶつけるように、何度も何度も……。

「死ね」

　そう呟くレイをフィッシェルはただ見つめることしかできなかった。

　レイの足元には、魔物の血で汚れたレイのピアスが落ちていた──。






　森は静かになった──。

　初めから魔物の襲撃などなかったかのような静けさだった。

　ただ、魔物に襲われたマリーの命は戻らない。






　マリーのお葬式は翌日おこなわれた。

　その日はひどい雨で、まるで参列者の悲しみを表わしているかのようだった。

「マリー……」

　フィッシェルは墓石に向かって呟いた。

　参列者が徐々にその場を去っていく中、彼女はそこから離れられずにいた。

（何もできなかった。何も……）

　涙はとうに枯れて、頬を伝うのはもう、雨の雫のみである。

　そんな彼女の手を引いた人物がいた。

「レイ様？」

　フィッシェルはそう呟きながら、彼を見上げた。

　が、その顔を見て彼女は息を呑んだ。

　レイの目は虚ろであり、何かにとりつかれたかのようだったからだ。

　そうして、レイはフィッシェルの手を強く握り締め、墓石の前に身をかがめた彼女を引っ張りあげた。

「レイ様……どこに……」

　彼からの返答はなかった。






　どれくらい歩いただろうか。

　レイに連れられるがまま、フィッシェルはいつしか森の中の館にたどり着いていた。

「ここは？」

　そこはフィッシェルの知らない場所だった。

　森の中にポツリと建っている小さめの館で、しばらく人が来ていないのか、外壁には蔦が這っている。

（何をしにここへ……？）

　レイは乱暴に館の中へとフィッシェルを引っ張っていく。

「痛っ！」

　フィッシェルは手の痛みに、思わず声をあげた。

　そんなことはお構いなしに、レイはフィッシェルを館へと連れていく。中はひんやりとしており、寂しい雰囲気を感じた。

　レイはフィッシェルと共に、ある部屋に入る。

　部屋はアンティーク家具が数多くある寝室のようだ。

　本棚には多くの本が並んでおり、重厚感のあるテーブルや椅子がある。絵画が壁に飾られており、ヴェルン邸の雰囲気と少し似ている。

　カーテンが閉められているため、薄暗い。

　フィッシェルは目を細めてレイを見るが、彼がどんな表情をしているのかわからない。

「フィッシェル」

　彼の声は、フィッシェルの知らない人の声のようだった。

「レイ様……？」

　フィッシェルは彼のことが心配だった。

　マリーを失って以来、彼からは生きる気力が感じられなかったからだ。

　レイはフィッシェルをベッドに座らせると、自身の顔を彼女に近づけた。

　憧れの人の顔がすぐそばにあり、フィッシェルは思わずドキリとした。その瞳に捕らえられて動けず、呼吸は乱れていく。

「フィッシェル」

「は、はい」

　名前を呼ばれたので返事をした、ただそれだけなのにフィッシェルはなぜか違和感を覚えた。

　レイはフィッシェルの頬に手を添えると、微笑んだ。

　その表情は愁いを含んだ人形のようだった。

「フィッシェル、今日からここが君の家だよ」

「え？」

　フィッシェルは彼の言葉に戸惑いを覚えた。

（レイ様、何を言っているの……？）

　彼の意図が理解できずに、フィッシェルはそのマリンブルーの瞳でレイを見つめた。

　しかし、レイはフィッシェルの疑問に答えてはくれない。

（そうだ、レイ様はきっとマリーを失って悲しいんだ）

　少しの間、一緒にいて悲しみを分かち合って、そして、日常へと戻っていこう。

　フィッシェルはそう考えて、レイの手に自分の手を添えて言う。

「レイ様、泣いていいんですよ」

　フィッシェルの言葉を聞いて、レイは静かに笑った──。






（どうしたら、帰れるの？）

　森の館に連れてこられて、すでに二週間が経過していた。

「フィッシェル、朝食のパンだよ」

「レイ様」

　フィッシェルは食事を持ってきたレイに呼びかけるが、返答はない。

「君はオレンジパンが好きだったね。さあ、ほら、召し上がれ」

（オレンジパン……マリーの好物……）

　来る日も来る日も朝食はオレンジパンだった。

「ふふ、君はずっとここにいるんだ。僕と一緒にね」

「レイ様、魔物はもういません」

　フィッシェルはそう答えるが、レイは微笑みながら返答する。

「フィッシェル、ダメだよ。外はいつ魔物が出てくるかわからないんだ。だから、君をここから出すわけにはいかないよ」

　そう言って、レイはフィッシェルの頭を撫でた。

　額からゆっくりと後ろに流れるように温もりが伝わる。幼い頃にレイがよくフィッシェルにしていた撫で方だった。

（どうして、レイ様……）

　フィッシェルは二週間、この部屋から出ていない。

　この館はおろか部屋から出ることもレイが許さないのだ。

（魔物に襲われるから……もう何度も聞いた）

　レイはそう言ってフィッシェルを軟禁している。

　フィッシェルが座っているベッドにレイもあがった。そうして、レイは後ろからフィッシェルを抱きしめた。

「ふふ、離さないよ」

　レイはフィッシェルの耳元でそう囁いた。

「レイ様、どうしてこんなこと……」

　フィッシェルがレイにそう訴えた。

　レイはフィッシェルの頬を撫でて言う。

「もう大丈夫だよ。君は僕が守るから」

（やっぱり、私を見ていない）

　彼の瞳はどこか遠くを見ており、フィッシェルを見ていない。

（きっと、レイ様はマリーが死んだことから目を逸らしてる）

　フィッシェルの頬に涙が伝う。

（ああ、そっか。レイ様は私じゃなくて……。マリーの『身代わり』なんだ、私は……）

　フィッシェルは目を閉じた。

　背中にはレイの体が密着しているが、ぬくもりは感じられない。

（このまま、もう私は一生ここにいるのかな……）

　この先の閉じられた未来を予感したその時、自分の体全体が脈打つ感覚に襲われる。

（なに……？）






　そうして、目を開いたその時、彼女は森の中に立っていた──。

















第二話　繰り返す悲劇と抗うもの












　フィッシェルは自分に何が起こったのか、わからなかった。

　目の前では禍々しい黒い闇が馬車を覆っていた。

（なに、これ……）

　フィッシェルは、その光景に見覚えがあった。二週間前と全く同じ場面だったからだ。

　馬車を覆っている黒い闇。「魔物」だとわかったその時、思い出したくなかった悲劇をもう一度見ることになる。

「マリー！」

　フィッシェルはあの時と同じように友人の名前を叫んだ。

　馬車からはだらりと力をなくしたマリーの手が見える。

（マリーの手……）

　フィッシェルはその奥にあるものを見るのが怖くなった。

　きっと馬車の中には真っ赤な血に染まったマリーの姿がある。

（なんで、なんでまたこんなことを……）

　フィッシェルは嫌な夢でも見ているのだろうと考えた。

（もうやめて。あんなマリーの姿、もう見たくない！）

　心の内でそう叫んだ彼女は、次に起こることに気づく。

（そうだ！　マリーの死を見たレイ様は……）

　フィッシェルは、彼を止めるために顔をあげて叫ぶ。

「レイ様っ！　ダメです！」

　しかし、フィッシェルの叫びも虚しく、すでにレイは耳から魔力制御のピアスを引きちぎっていた。

（間に合わなかった……）

　ピアスが取れたことにより、強大な魔力がレイの体中に巡っていく。

　彼は手に魔力を込めると、それを一気に放出した。

　レイは以前フィッシェルを救ったときと同様、圧倒的な魔力の強さと精神力の高さを兼ね備えた『氷の魔術師』になっていた。ただ、今のフィッシェルにはその強大な彼の力に恐ろしさすら感じた。

　レイの放った氷の魔術攻撃は魔物を直撃した。魔物はその一撃によって戦闘の意思をなくすと、レイに背を向けて逃げようとする。

　フィッシェルはこの展開も知っていた。

（そうだ、レイ様はこの後もきっと攻撃をやめない……）

　レイは息も絶え絶えな魔物にさらに攻撃を加えていく。

「死ね」

　レイは氷の破片を無数に作り、そしてそれを魔物に放った。

　通常の魔術師では、ここまでの魔力を使えば体力を消耗してしばらく動けなくなるが、レイは違った。

　息を乱すこともなく、ただ無表情で攻撃の手を緩めない。

　レイは氷柱をつくり上げ、魔物にとどめを刺そうとする。

（ダメっ！）

　フィッシェルは咄嗟にレイに飛びついた。

「もうやめてください！」

　これ以上攻撃を繰り返せば、前回と同じようにレイ自身の心がなくなってしまう。そんなレイをフィッシェルは再び見たくはなかった。

「レイ様、お願い……」

　彼女の懇願に耳を傾けることなく、レイは氷柱を魔物に放った。

「ぐおおおおおああああああああーーーーーーーーーーーー!!」

　悶え苦しむような魔物の低い声が、森の中に響き渡った。

　その叫びを聞きながらも、レイは攻撃をやめない。何度も何度も妹の無念をぶつけるように、そして魔物への復讐の気持ちをぶつけるように、彼は呪文を誦して氷の槍を魔物に刺す。

「もうやめてくださいっ!!」

　フィッシェルの必死の叫びを聞いてもなお、攻撃は止まらなかった。

（こんな夢、もうやめて！　お願い！　お願い……）

　そしてついに、魔物は断末魔の叫びを上げながら、跡形もなく消えた──。






　森に再び静かな時が訪れた。

　目に涙をため、呆然と立ち尽くすフィッシェルと魔物の返り血を浴びたレイの姿があった。そんな二人の傍で、亡骸となったマリーの姿──。

「レイ、さま……」

　フィッシェルはすがりつくようにレイの背中に顔をうずめた。

　嗚咽混じりのフィッシェルの声が、しばらく続いた。

　それでも、フィッシェルは長くて苦しいこの夢から覚めることができない。

「もう嫌っ！　こんな夢見たくないの！　もう目を覚まさせて！」

　フィッシェルは再び大粒の涙を流しながら、そう叫ぶ。

　何度も何度も、夢から覚めたいと願うが、二度目の悲劇はまだ終わらなかった。

（どうして……）

　ついに泣き疲れた彼女は、その場に崩れ落ちてしまった。

　友人の死を二度も見たショックは大きかった。

　思考は停止し、フィッシェルはただじっと地面を見つめている。

　すると、レイがフィッシェルの手を掴んだ。

「レイ様……？」

　フィッシェルが彼の名を呼ぶが、レイは何も話さない。

　ただ、フィッシェルの腕を掴んで抱き起こすと、そのまま彼女の手を握りしめ歩き始めた。

「レイ様、どこに……」

　二人は森の奥深くにどんどん進んでいく。

　あたりはヴェルン邸付近の明るい森から、日の光が入りづらいほど木が生い茂った景色に変わった。

　フィッシェルはその風景に見覚えがあった。

（この森の景色、どこかで……）

　深い森の風景と自分の腕が強く引っ張られる感覚で、フィッシェルは気づく。

（これ、マリーのお葬式の後に向かった館に行く道と同じ……）

　記憶にある通った道とは少し違ったため、フィッシェルも初めは気づかなかった。

　だが、この独特な森の雰囲気と、さっき通った場所にあった古い泉は間違いなく館への道にあった。

（もしかして、あの館に行くの？）

　フィッシェルの中で森の館はいい思い出がない。

　マリーの死で変わってしまったレイによって、軟禁された場所だったからだ。

　好きな人が生きる希望を失っていく姿をフィッシェルはもう見たくない。

（お願い、夢であったら、もうここで覚めて……）

　フィッシェルはそう思うが、夢から覚める気配はない。

　レイはそんな彼女を振り返ることもなく、森の奥へと進んでいく。

「レイ様、どちらに……行くのですか？」

　フィッシェルは恐る恐るレイに尋ねた。

　しかし、彼からの返答はない。

「レイ様！」

　今度は少し大きな声でレイを呼んだ。

　すると、彼は振り返ってフィッシェルに微笑んだ。

「フィッシェルを死なせはしない、僕が守る。僕が……」

　魔物の血を浴びた顔で、レイはフィッシェルに言う。

（目が笑ってない……）

　口元は確かに微笑んでいるのに、その瞳はとても冷たい。

　まさに氷のような微笑に、フィッシェルは背筋が凍る思いだった。

（レイ様にまたこんな顔、させてしまった……）

　フィッシェルが自責の念に駆られている間に、ついにたどり着いてしまった。

（やっぱりあの館だ……）

　フィッシェルが館を見上げていると、レイは何も言わずにフィッシェルを中へと誘う。

　古びた扉の開く音が響いた後、レイは振り返って告げる。

「僕とここで一緒に暮らそう」

　フィッシェルはレイの言葉を聞いてぞくりとした。

（この夢はいつ覚めるの……？）

　このままでは再びこの館で軟禁生活を送ることになってしまう。

　あの生活をもう一度味わうと思うだけで、フィッシェルは心が痛んだ。

　そして、レイがフィッシェルを連れていったのは、やはりあの部屋だった。アンティーク家具が数多く揃っていて、カーテンが閉じられ薄暗い、あの部屋だ。

　レイはベッドにフィッシェルを座らせて、彼女の髪を撫でた。

　優しくも冷たい表情を浮かべた彼は、フィッシェルの耳元で囁く。

「少し待ってて」

　レイはフィッシェルにそう告げると、部屋を後にした。

「はあ……」

　フィッシェルはようやく、まともに呼吸ができたような気がした。

　長い夢はどこまで続くのか、とフィッシェルは思う。

　家具の配置、レースに刺繍のあるカーテン、大きな本棚──フィッシェルは部屋を見渡してみるが、やはりマリーの葬儀後に、レイによって二週間軟禁された部屋だと感じる。これが自分の夢であるならば、あの日の部屋と同じであることに納得はいく。

（本当にそっくり……）

　よく再現された夢だと、フィッシェルは思った。

　フィッシェルは自分の頬に手を当ててみる。

　頬をつねってみると痛みを感じ、そして手の温かさもきちんと感じた。

（でも、どうにも夢には思えない）

　それほどまでにフィッシェルは、今のこの状況に現実感があった。






　そうして部屋を歩き回っているうちに、ベッドのサイドテーブルにある一冊の本に目がいった。

「王国伝承の本……確か、これって……」

　古くなった表紙は、巻数の書かれている部分が劣化して見えない。

　フィッシェルは本を傷つけないように、慎重にページをめくってみた。

「聖魔術……戦争……と王族……系譜」

　フィッシェルは暗がりの中で何とか文字を読んでいく。

「『聖魔術戦争』って、あの……？」

『聖魔術戦争』とは、王国聖女の祖である『守護の女神』と王族の祖である『創世の魔術師』が、王国に襲撃をかけてきた魔族の王である『破滅の魔王』と七年に渡って繰り広げた戦争のことだ。王国に伝わる最も古い伝承であり、王国の者であれば誰もが知っている。

（紙が、かなり古そう……？）

　フィッシェルは口元に手を当てて考え込んだ。

　王国図書館に厳重に保管されている最古だと思われていたものを含めて、王国に現存している伝承文献は、口承こうしょうで語り継いだものを書物化したものである。

　それゆえ、書物化されたのはここ百年ほどの話だったが、フィッシェルが手にした本はとても古いものだった。

（どうして、こんな本が……）

　フィッシェルはそう思って本を手に取ろうとした時、後ろから声をかけられた。

「フィッシェル」

　レイの声に驚いたフィッシェルは、慌てて本をテーブルの上に置いた。

　フィッシェルが振り返ると彼は、返り血を浴びたシャツを着替えていた。

「ごめんね。怖い思いをさせたね」

　そう言って、レイはフィッシェルを抱きしめた。

　子どもをあやすように、ゆっくりゆっくりフィッシェルの頭を撫でた。フィッシェルの髪を弄んでは、楽しそうな声をあげている。

「ふふ、フィッシェルの髪はいつ見ても綺麗だね」

「あ、ありがとうございます」

　突然のレイの誉め言葉にフィッシェルは少しドキリとした。

　彼がこんなに饒舌で甘い言葉を使うのは意外で、自分の知らないレイを見ているようだった。

（好きな人に触ってもらって嬉しい。でも……どうして？　なんだかすごく、寂しい……）

　複雑な想いに、フィッシェルは胸が苦しくなった。

「フィッシェル、これ」

　そう言って差し出されたのは、ホットミルクだった。

「寒かったから。これ飲んで温まって」

「レイ様……ありがとうございます」

　フィッシェルはカップを受け取ると、ゆっくりとそれを飲む。

　温かいミルクが喉を通っていく。

（ほんのり甘い……はちみつ入りにしてくださったのかな）

　ふとそんなことを考えている内に、体があたたまったからか、フィッシェルの瞼が重くなっていく。

　うとうととしていると、レイがフィッシェルの体を自身の胸に抱き寄せた。

「おやすみ、フィッシェル」

　温かさに包まれて、フィッシェルはゆっくりと眠っていった──。






　フィッシェルはふと目を覚ました。

「ん……」

　ふんわりと柔らかいシーツにまだ顔をうずめていたいような気分だった。どこか頭がぼんやりとしていて、ふわふわと浮遊感がある。

「ここは……」

　フィッシェルはぼうっと天井を見つめて思う。

（ああ、やっぱり夢だったのね）

　友人の死をもう一度見るとは、なんて居心地の悪い夢だろうか、とフィッシェルは思った。

　夢とはいえ、マリーの死を二回も経験したことはフィッシェルにとって心をえぐられるような、再び大事なものを失う耐えがたい苦痛であったことに変わりはない。

「マリー、会いたいよ……」

　泣きながらマリーに話しかける。

　もしかしたら、彼女の死自体も夢だったのではないだろうか。

　そう思ってベッドから起き上がった時、視界がぐらりと揺れてめまいがした。

「うぅ……」

　どうしてか足元がふらついて、ひどい頭痛に襲われる。

　フィッシェルはその場で目を閉じ、苦悶の表情を浮かべた。

（なんだろう、この体の違和感。気持ち悪いというか、頭が……すっきりしない……）

　フィッシェルは考えようとするが、うまく頭が働かなかった。

「私、ここで何してたんだっけ……？」

　そんな疑問が頭の中で浮かぶが、すぐにどうでもよくなってしまう。

　フィッシェルが重だるい体をなんとか動かして歩き始めた時、レイが部屋に入ってきた。

「おはよう。フィッシェル」

　レイは優しい声色でフィッシェルに呼びかけた。

「レイ、さま……あっ！」

　フィッシェルはレイのもとに歩いていこうとしたが、自分の体を支えられなくなり、ふらりと倒れてしまいそうになる。

　そんなフィッシェルをレイが抱きとめた。

　細身だがしっかりと筋肉がついたその身体に、フィッシェルは「男」を感じた。

「ご、ごめんなさい……」

「いいよ、こうしてフィッシェルを抱きしめることができた」

　頭がぼうっとする中で、フィッシェルは思う。

（ほんとに、この人はレイ様なの……？）

　フィッシェルはレイに少しの違和感を覚えるのがやっとだった。

　それほどまでに、思考がうまく追いついていないのだ。

「フィッシェル、これ」

　そうして差し出されたのは、オレンジパンとホットミルクだった。

「ありがとうございます」

　フィッシェルはそれを受け取ると、ゆっくりと口に運んでいく。

　頭が働かない彼女は、まるで人形のように表情を変えずに食べていった。

　そんなフィッシェルの様子をレイは隣に座って眺め、満足そうにしている。

「僕のフィッシェル」

　そう言って、レイはフィッシェルの髪を撫でた。

「誰にも僕のものを奪わせない。魔物にも」

　その言葉を聞いた瞬間、フィッシェルが反応する。

（ま、もの…………魔物……？）

「魔物」という言葉でフィッシェルはあの日の悲劇を思い出した。

「あ……あ……」

　あの日の苦しみや心の痛みがよみがえり、フィッシェルはうずくまった。

　震える彼女をレイが抱きしめて、耳元で囁く。

「大丈夫。僕が君を守るから」

　その言葉はかつて幼い頃にフィッシェルがレイに言われた言葉だった。

「レイ様……」

　フィッシェルはゆっくりと顔をあげて、レイを見つめた。

　しかし、その瞳は光を失っていて、どこか遠い場所を見つめているようだった。

　幼い時に感じた彼の「力強さ」が、今はなかった。

　彼は「心」を失っている──。

　フィッシェルはそう感じた。






『フィッシェル、絶対に僕が君を守るから。このネックレスに誓って君を──』






　フィッシェルは幼いあの日、レイに言われた言葉を思い出す。もうちょっとで人攫いに殺されてしまうかもしれなかった彼女にとって、その言葉は生きる希望であり、支えでもあった。

（レイ様の心を救いたい）

　フィッシェルはそう思った。

　かつてレイが自分の命を救ってくれたように、そしてレイの言葉が自分の心を救ってくれたように、今度は自分が彼を、彼の「心」を救おうと決意した。フィッシェルはレイの頬に自分の手を当てて伝える。

「レイ様」

「なんだい？」

「私はあなたを救いたい」

　レイはフィッシェルの言葉に微笑んだ。

「僕を救ってくれるのかい？」

「はい」

　好きな人が苦しんでいるのであれば、救いたい。自分にできることがあるのであれば、全てしたいと、そうフィッシェルは思った。

「寂しさでいっぱいのあなたを救いたいです。辛いあなたを支えたいです。あなたの傍に、いたいです」

　フィッシェルはそう告げた。

「ありがとう。愛してる、フィッシェル」

　フィッシェルはレイの甘い言葉に酔いしれた。

（レイ様が、私を必要としてくれている……）

　フィッシェルは、好きな人に求められているという快感に襲われた。

（ああ、ずっとこのまま彼と一緒にいたい。二人きりで……）

　レイはフィッシェルの頭を支えると、二人の唇はゆっくりと近づいていく。

　目を閉じたフィッシェルの唇に、レイの柔らかい唇が重なった。

　フィッシェルにとって初めてのキスは、蕩けるように甘くて、なんだか背徳的な味がした。

　フィッシェルは、レイのシャツを掴む。角度を変えて何度も重ねられる唇は、柔らかくて熱くて、体が溶けていくような感覚がした。

「フィッシェル」

　彼に名前を呼ばれるだけで、フィッシェルは胸がきゅっとした。

「レイ様……」

　彼の愛に応えるようにレイの名前を呼ぶと、その合間さえも与えないほどに強くまた唇を求められた。

　フィッシェルはレイに「魅了」されていった──。






　どれほどの時間が経ったのか、フィッシェルにはわからなかった。

　けれどもレイと二人きりで時を過ごせる日々に彼女は幸せの絶頂を感じていた。

「レイ様」

　そうして、今日も彼の腕の中で甘いひとときを得る。

「フィッシェル、愛してる。傍にいて」

　何度も繰り返される愛の言葉と甘いキスに、フィッシェルは快感を覚えた。

（レイ様と一緒、幸せ……）

　そう感じていた時、床に何かが落ちた。

　フィッシェルがそれを見ようと俯いた瞬間に、レイに強引に唇を奪われた。

「ダメ、僕だけを見て」

　そんな言葉さえもフィッシェルは嬉しくて気持ちよかった。

「ふふ、可愛い。フィッシェル」

　唇がゆっくりと離れて、フィッシェルはレイの胸元に顔をうずめようとした、その時だった。

（ん……？　あれ……ネックレス……？）

　フィッシェルは床に落ちたものが自分のネックレスだったことに気づいた。

　その瞬間、フィッシェルはハッとした。

「マリー……」

　友人の名がふと口を突いて出た。

　フィッシェルの頭がどんどん冴え渡っていく。

「フィッシェル、どうしたの」

　レイの言葉はフィッシェルの耳に届いていない。

　フィッシェルは激しい頭痛に襲われ、その場にしゃがみ込んだ。

「あああああああああああーーーーーーーーーー！」

　彼女の絶叫が部屋に響き渡った。

　どんどんと溢れてくる悲しみと苦しみに、フィッシェルの呼吸は酷く乱れる。

「はあ……はあ……」

　そうして、彼女の脳内にマリーが死んだ日の映像がよみがえってくる。

　禍々しい魔物に襲われて、友人は亡くなり、そして愛しい人は変わってしまった……。

　どうして忘れていたのだろうか。

　フィッシェルはそう思いながら、床に落ちたネックレスを拾い上げた。

（レイ様にもらった、ネックレス……）

　ネックレスを見た瞬間に、フィッシェルは我に返った。

　淡いピンク色に輝いていたはずの宝石は、暗がりでくすんで見えた。

「違う……」

　フィッシェルの呟きが静かに響き渡った。

「フィッシェル？」

　二人の視線が合う。

　その瞬間に彼女は気づいてしまった。

（レイ様は、「私」を見ていない）

　フィッシェルは自分に向けられていたレイの愛は「まやかし」であり、本物の愛ではないことを悟る。

　もしかしたら、彼の制御ピアスが外れたことでフィッシェルは「魅了」の魔術にかかり、彼に服従していたのかもしれない。

　あるいは自分が彼の愛に甘えてしまっていたのかもしれない。

　いずれにせよ、自分がこれ以上この場所で彼の傍にいることは、彼をより苦しめるだけで救うことにはならないと感じた。

（そうだ。まずはこの館から出ないと……！）

　フィッシェルは立ち上がった。

「レイ様、ここを出ましょう」

　彼は何も言わずに、ただじっとフィッシェルを見つめている。

「レイ様っ！　目を覚ましてください！　マリーは……マリーはあの日に死にました。私はレイ様を救いたいんです。ここにいちゃダメです！　だから、ここから一緒に出ましょう！」

　フィッシェルはレイに必死に訴えかけた。

　すると、彼はフィッシェルの言葉を聞いて微笑んだ。

（よかった。わかってもらえた……）

　その時だった──。

「え……」

　フィッシェルは自分の胸に違和感を覚えて、ゆっくりと視線を下ろしていく。

　そこには、短刀が刺さっていた。

「あ……あ……」

　フィッシェルの赤い血がじわじわとドレスに広がっていく。

　遅れて押し寄せた痛みと息苦しさで、フィッシェルはレイの胸に倒れ込んだ。

「な、んで……レイ、さま……」

　震える唇でフィッシェルは尋ねた。

　見上げると、彼は冷たい表情でフィッシェルの頬に手を添えた。

「僕のもとを離れるなんて許さない」

　レイは怒りを含んだ声色でそう告げた。

（違う、私はレイ様から離れたりはしないのに……！）

　フィッシェルはそう心の中で叫ぶが、声に出せずに唇だけが動いている。

「君は永遠に、僕のものだ」

　フィッシェルは力を失って、床に倒れた。

　床に広がっていく血の海の中で、彼女は静かに目を閉じていく。

（嫌だ……こんな最期……レイ様を、救いたいのに……それにまだ、レイ様に好きって気持ち、伝えて……ない……）

　そうして、暗くなっていく視界の中でフィッシェルが最後に見たものは、レイが自分の胸に短刀を突き立てた光景だった。

「絶対に僕が守るって、約束したから……だから、来世でも君と──」

　フィッシェルには、レイの最期の言葉はもう、届いていなかった──。






　再び、フィッシェルはハッと意識を取り戻した。

「はあ……はあ……」

　レイに胸を刺された感覚がまだ残っている。

　フィッシェルは肩を揺らして息をした。

　自分の胸に手を当ててみるが、短刀も刺さっておらず、血も流れていない。

（どういうこと……？）

　激しい苦しさと痛みに支配された感覚が徐々に消えていく。

　すると、突然誰かに声をかけられる。

「どうしたの？」

　その声を聞いて、フィッシェルは勢いよく見上げた。

　ずっと会いたくて仕方なかった人が目の前にいた。

「マリー！」

「何よもう、大きな声出して」

　目の前の光景が信じられずにいると、マリーが申し訳なさそうに言う。

「じゃあ、ごめんね。それじゃあ、もう行くね」

「え……」

　戸惑うフィッシェルの耳元で、マリーは囁く。

「あなたと義姉妹になれるのを、楽しみにしてるわ」

　マリーは悪戯が成功した時のようなお茶目な笑顔を見せて手を振った。

「じゃあね！」

　ご機嫌な様子でフィッシェルから去っていく。

「ま、待ってっ！」

　フィッシェルの呼び止めは、マリーには届かなかった。

「どうして……」

　フィッシェルは自分に起こっていることが理解できずに戸惑う。

（これって、マリーが死んだあの日の……）

　あの日は彼女の家でアフタヌーンティーを楽しんでいて、彼女がハエルに会いに行くと告げ、その後レイと話した。嫌な気配がして、森に駆けつけると、彼女はすでに亡くなっていた……。

　フィッシェルは自分の記憶を手繰り寄せた。

（じゃあ、さっきレイ様が死んだのは……？　また夢？）

　フィッシェルは今まで起こったことは全て夢だったのではないかと考えた。

　でもどうしてもそれでは納得ができないほど現実感があった。

　そしてフィッシェルは、一つの可能性にたどり着いた。

（時間が、何度も、巻き戻ってる……？）

　そう考えれば全てのつじつまが合った。

　おそらくどういうわけか時間が巻き戻って、何度もあの日の悲劇を繰り返しているのだ。

（でも、なんで戻ってるの？）

　その理由をフィッシェルは考えてみるが、答えは出ない。

「じゃあ、もしかしてこの後に来るのは……」

　すると、フィッシェルの後ろから声がする。

「僕とお茶するのが嫌だったかい？」

　振り返ると、そこには優しい笑顔を浮かべた、いつものレイがいた。

「レイ様っ！」

　フィッシェルは立ち上がってレイのもとへと駆け寄っていった。

　そうして、目を丸くしながら、彼の体をじっくり眺める。

　あまりにもその様子がおかしかったのか、苦笑いを浮かべながらレイは尋ねる。

「僕の体に何かついてる？」

「い、いえっ！」

　フィッシェルは勢いよく左右に頭を振った。

（よかった、レイ様が生きてる……）

　フィッシェルは彼が無事だということを理解し、胸を撫で下ろした。

「今日はなんだか落ち着かないみたいだね。マリーからフィッシェルとお茶しないか、と誘われたんだけど、嫌だったかな」

　レイは心配そうにフィッシェルに尋ねた。

「い、いえっ！　違うんです！　その……えっと……」

　夢でなく時間が巻き戻っているだけなのだとしたら……。

　フィッシェルはこの後の悲劇を思い出す。

（そうだ。マリーが！　マリーを助けないと!!）

　フィッシェルは友人の危機を感じて叫ぶ。

「マリー!!」

「フィッシェル、マリーがどうかした？」

　レイは不思議そうに尋ねた。

　しかし、フィッシェルの頭はマリーのことでいっぱいになっており、彼に意識を向ける余裕はない。

「レイ様、ごめんなさい！　私、マリーを助けないと！」

　フィッシェルはレイにそう告げて走り出した。






　フィッシェルは必死にマリーの後を追った。

　ヴェルン邸の玄関につくが、もうそこにマリーを乗せた馬車はいない。

「馬車はもう出たの!?」

　急いでフィッシェルは森の方へと向かった。

　ヴェルン邸を出てまもなく、森の入り口に差しかかったところで、フィッシェルの走るペースが落ちた。

「はあ……はあ……」

　元々体力があるほうではないフィッシェルは、息がすぐにあがってしまう。

　しかも相手は馬車だ。到底追いつくことはできない。

（あの場所まで、もう少し……）

　ガクガクと震え出した足を必死に前へ送り出し、馬車を追いかける。

（早くっ！　早くっ！）

　気持ちに体が追いつかずに何度も転びそうになりながら、森の中を駆けていった。

　すると、ようやくフィッシェルの瞳が停まっている馬車を捉えた。

「見えた！」

　フィッシェルがもう少しでマリーのもとへたどり着けるその時、馬車に近づく人影が見えた。

（あれは、ハエル……？）

　フィッシェルはマリーがハエルと会うことになったと言っていたことを思い出した。

（ここで会う予定だったの？　でも、なんで森で……？）

　フィッシェルが不思議に思っていると、マリーを乗せた馬車の扉が開いた。

「マリー！」

　まだ距離があるため、フィッシェルの声はマリーには届いていない。

（よかった、マリーが生きてる……！）

　それでも友人の嬉しそうな顔を見ることができて、フィッシェルは胸を撫で下ろした。

　しかし、その時だった。

「え……？」

　フィッシェルの目に、ハエルがマリーの胸にナイフを突き立てる様子が映った。

「なん、で……」

　ハエルがナイフを抜くと、マリーは苦しそうな顔をして倒れていく。

　そんな彼女をじっと見つめるハエルは、フィッシェルの存在に気づいた。

「誰だ」

　フィッシェルはあまりの恐怖に足が止まった。

　ハエルの声はいつもとはまるで違い、邪悪で低い声をしていた。

　フィッシェルは思わずハエルに尋ねる。

「あなたこそ、誰……？」

　すると、彼は不気味な笑い声をあげる。

「くくく、ふははは、ぎゃははははははははははは!!」

「何がおかしいの」

　怒りを含めた声色で、フィッシェルは言う。

（彼、何か変……ハエルじゃない？）

　笑い方や仕草、そしてマリーを刺したことも含めて……フィッシェルが知っているハエルとは全く違うように感じたのだ。

　すると、まだ息があったマリーがフィッシェルに手を伸ばして言う。

「フィッシェル……に、にげ……て……」

「マリー!!」

　フィッシェルはマリーに向かって駆けだした。

　しかし、それを阻むようにハエルがフィッシェルの前に立ちはだかった。

「どいて！」

「ふふ、退くか。ばーか！」

　ハエルの挑発するような口調と表情に、フィッシェルは叫ぶ。

「どうしてこんなことを！」

　そう告げたフィッシェルの頭の中に、声が響く。






『フィッシェル！　お願い！　逃げてちょうだい!!』






「マリー!?」

　その声は確かにマリーだった。

　しかし、彼女はもうフィッシェルに届くほどの叫び声をあげられる体力はないはずだった。

（どうしてマリーの声が……頭の中で聞こえた……）

「あ？　なんだ？」

　ハエルは怪訝そうな顔で困惑しているフィッシェルを見た。

（ハエルには、聞こえていない？）

　すると、再びマリーの声がフィッシェルの頭の中に響いてくる。






『フィッシェル！　そいつはハエルじゃない！　魔王よ！』






（魔王……？）

　フィッシェルは必死に考えを巡らせるが答えにたどり着けない。






『魔王に触れたとき、私の中に記憶が流れてきたの！　そいつは『聖魔術戦争』で闘った魔王よっ！　魔王が復活しようとしてる！』






　マリーの言葉が理解できずに、フィッシェルは呟く。

「魔王って、なに……？」

　その瞬間、ハエルは目を大きく開いた。

「ああ、そうか！」

　ハエルは何かに気づいた様子で笑っている。

「そうか！　だからか。どうりでマリーだけを殺しても俺の力が不完全なわけだ」

（何？　どういうことなの？　魔王って何？　力って……？）

　困惑するフィッシェルに背後から声が届く。

「フィッシェル！　無事か!?」

「レイ様！」

　フィッシェルが振り返ると、こちらに向かってくるレイの姿があった。

（ダメ！　ここに来たら、またレイ様は……！）

　マリーの死を前に彼の苦しむ姿がフラッシュバックする。

　歪んだ愛と悲しみを背負ってレイが生きる未来が思い浮かんで、フィッシェルは叫んだ。

「来てはダメです！」

　しかし、もう遅かった。

　フィッシェルの制止も虚しく、レイはマリーが血だらけになっている惨状を見てしまったのだ。

「マリー……？」

　フィッシェルの目に、レイが一気に絶望していく様が映り、胸が締めつけられる思いがした。

（ああ……また……）

　再び繰り返してしまう悲劇に、フィッシェルは落胆していく。

　運命を変えようとして、もがけばもがくほど目を背けたくなるような惨劇が繰り返される。

（どうして、うまくいかないの……）

　呆然とするフィッシェルに、ハエルが挑発するような口調で尋ねる。

「あははははは！　どうだ!?　友人を無惨に殺された気分は！」

　自分の無力さに、フィッシェルは悔しさを滲ませた。

（許せない……）

　マリーの死を嘲笑う彼はさらにレイをも侮辱する。

「妹をむざむざと死なせて、ざまあねえな！　氷の魔術師さんよ！」

　レイはハエルの言葉を聞いてもなお、黙ったまま立ち尽くしていた。

「ハエルっ！　どうして！　どうして、マリーを!!」

　フィッシェルはたまらず叫んだ。

（どうして好きな人を傷つけられるの……？）

　フィッシェルは唇を噛みしめ、ハエルを睨みつけた。

　すると、ハエルの表情が一気に変わった。

「ふん、戯言は終わりだ。そろそろ殺される覚悟ができたか？　フィッシェル」

　ハエルはじりじりとフィッシェルににじり寄ってくる。

（今度は私を狙ってる……？）

　ハエルがマリーを殺すだけでは飽き足らず、自分をも殺そうとしていると知ったフィッシェルは身構えた。

　するとフィッシェルとハエルの間に、レイが立ちはだかった。

「レイ様……？」

　フィッシェルがレイの力の暴走を予感したその時、ハエルがレイに向かって叫んだ。

「ははっ！　お姫様を守る騎士気取りか？　氷の魔術師さん……いや、『創世の魔術師』」

「え……」

　フィッシェルは驚いてレイを見た。

　しかし、レイは表情を崩さずにじっとハエルを睨みつけたままだった。

「レイ様……『創世の魔術師』って……」

　フィッシェルはレイに軟禁された館の部屋にあった本を思い出した。

（『創世の魔術師』って確か、『聖魔術戦争』の……）

　フィッシェルは理解が及ばず、レイとハエルの顔を交互に見る。

　すると、フィッシェルはハエルと目が合った。

　ハエルはにやりと笑うと、両手を広げて説く。

「その様子だと、お前は前世の記憶がないのか。なあ？　フィッシェル」

「前世の記憶？」

　ハエルの言葉に、レイの目が大きく開かれた。

「まさか、フィッシェルが『魂』なのか」

　レイが呟くと、ハエルは目を細めて笑った。

（一体、二人は何のことを話しているの？）

　レイとハエルの会話の内容を理解できず、フィッシェルは戸惑う。

　そんなフィッシェルとは違い、全てを理解したのか、レイは呟く。

「そうか。だからお前はハエルを器として利用したのか」

（器……？）

　レイの言葉にハエルはにやりと笑った。

「ああ、マリーを殺したら、俺の力は完全復活の予定だった。だが、違った」

　そう言いながら、ハエルはフィッシェルを睨みつけた。

　ハエルの凄みに一瞬フィッシェルがひるむ。

（すごい殺気……）

　そんなハエルの殺意を遮るため、レイはフィッシェルを自分の背中に隠した。

「レイ様……」

「フィッシェル、ハエルは……いや、ハエルの仮面を被った魔王が狙うのは、君の命と女神の『魂』だ」

「魔王……？　魂って……」

　続けざまに押し寄せる情報の多さに、フィッシェルは頭が痛くなった。

　それでも、レイとハエルの会話から何とか頭を整理しようとする。

（魔王って、まさか『聖魔術戦争』の『破滅の魔王』のこと？）

　必死に考えを巡らせるフィッシェルに、レイが声をかける。

「フィッシェル、王国伝承第一文献の『聖魔術戦争』は知っているな？」

「はい……やはり『聖魔術戦争』と私たちは、何か関係があるのですか？」

　フィッシェルの問いかけにレイは静かに頷いた。

「あの戦争は確かに存在した」

　レイは静かに語り出す。

「伝承の通り、あの戦争で『守護の女神』と『創世の魔術師』は『破滅の魔王』と闘った。そして、女神と魔術師は魔王を倒した、と思っていた」

「思っていた？」

　フィッシェルは呟いた。

（『聖魔術戦争』に女神と魔術師と魔王……レイ様が魔術師、そしてマリーの死。魂……前世……まさか……！）

　フィッシェルは勢いよく顔をあげた。

　レイはフィッシェルに頷き、そしてハエルに視線を移す。

「僕の前世は『創世の魔術師』であり、マリーの前世が『守護の女神』だ」

　フィッシェルは続くレイの言葉を予感し、声に出す。

「そして、目の前にいるハエルが『破滅の魔王』なのですね？」

　フィッシェルの中で、マリーの言葉とレイの説明が合わさって一つになる。

「ああ、正式にはハエルの体を乗っ取り、そして利用している魔王だ」

　レイの言葉を聞き、フィッシェルはハエルを見た。

　ハエルの顔は正解だ、と言っていた。

　伝承上の話だと思っていた出来事に、まさか自分の友人と想いを寄せる人が関わっていた。

　その事実に、フィッシェルは困惑する。

　大切な友人の前世が王国聖女の祖である『守護の女神』であり、王族の祖であり魔術を使う者の憧れでもある『創世の魔術師』が、幼馴染で恋をしていた彼の前世だった。

（そんなことがあり得るの……？）

　レイの言葉から事実が語られてもなお、フィッシェルは全てを信じられずにいた。

　それと同時に、ある疑問も湧いてきた。

「では、ハエル……魔王はどうして私を狙っているのですか？」

　マリーが殺されたのは、彼女の前世が『守護の女神』であったから。

（魔王はきっとマリーを殺して女神の力を手に入れようとした。けど、じゃあ何で私を……？）

　フィッシェルの疑問にレイが答える。

「マリーの前世は『守護の女神』であり、マリーは女神の力を持っていた」

「はい」

「しかし、女神の『魂』までは持っていなかった」

「え？」

　女神の力を持っているが、魂は持っていない──。

　それを正しく理解する前に、レイが答えた。

「『守護の女神』は魔王との闘いの中で、力と魂が二つにわかれてしまった」

（わかれた……？）

　フィッシェルはレイに尋ねる。

「どうしてそんなことが……」

　レイはフィッシェルの言葉を聞いて、苦しそうな表情を浮かべた。

　代わりに、ハエルの仮面を被った魔王が嬉々とした声で告げる。

「俺が女神を切り裂いたからだよ」

「なっ……！」

　なんて残酷な言葉をこの男は口にするのか。

　しかし、男はそう言いながら、誇らしそうに笑っているではないか。

（なんで笑っているの……？）

　人を傷つけて笑っていられる魔王をフィッシェルは酷く軽蔑した。

　レイも唇を噛みしめながら悔しさを滲ませて言う。

「俺を……魔術師をかばって、女神は魔王の攻撃を受けた」

『創世の魔術師』が術を展開して王国の民を守ろうとした背中を『破滅の魔王』は攻撃しようとした。その背中の前で、魔術師の代わりに攻撃を受けたのが、『守護の女神』だったのだ──。

「最後の力を振り絞った女神は、その身に魔王の力を封じ込めた。魔王の邪悪な魔力のせいで、女神は『力』と『魂』にわかれてしまった。『力』はマリーに継承され、そして、もう半分の『魂』はフィッシェル。君に継承されたんだ」

「え!?」

　まさか自分にまで話が及ぶとは思っていなかった彼女は驚いた。

（私が、『守護の女神』だった？）

　前世の記憶がないフィッシェルにとって、にわかには信じがたいことだった。

　しかし、今までの話と照らし合わせて、自分が女神の片割れであるとすると納得が行った。

（じゃあ、私が死んだらもしかして、魔王は全ての力を取り戻してしまう？）

　フィッシェルは自分が魔王に命を狙われる理由をようやく理解した。

「ああ～。説明が長げえよ。もういいか？」

　レイがフィッシェルに説明をしていると、魔王は首を回しながら、けだるそうに言う。

「それにしても王都ってのは、負の感情が多いよなあ？」

　魔王は両手を広げて、笑いながら口にする。

「昔から政治の中心地は人々の感情が溢れかえっている。恨み、妬み、憎しみ……負の感情がどんどん湧き出てくる」

　楽しそうに語る魔王に、レイが低い声で言う。

「負の感情を持った人々の中に潜み、生きながらえていたのか。お前は」

　レイの言葉に指を指して正解の意思を伝える。

　にやりと笑った魔王がレイの言葉に満足すると、一気に不快だという表情を浮かべた。

「ああ～。だけど、この体もそろそろ居心地が悪いな。女神に近づくために、こいつを器にしたが、もう用済みか」

　そう言うと、ハエルの体は魂が抜けたようにその場に崩れ落ちた。

「ハエルっ！」

　フィッシェルがハエルに駆け寄って意識を確認する。

「よかった、生きてる……」

　安堵するフィッシェルにレイの声が届く。

「フィッシェル！　頭を伏せろ！」

　フィッシェルは言われた通りに頭を下げた。

　ハエルをかばうために覆い被さったフィッシェルの頭上で、大きな衝撃音が響く。

（ついに倒したの……？）

　レイが魔王を倒したのだと思ったが、そうではなかった。

「マリー！」

　レイの声も虚しく、レイの攻撃を受け流した魔王の思念が、マリーの体に入っていく。

　そうして、一気に馬車全体を覆うように禍々しい魔王の体が巨大化していった。

「フィッシェル！」

　レイは叫びながら、フィッシェルとハエルのもとへ向かって氷の結界を張った。

　しかし、マリーから奪った『守護の女神』の力で、魔王はレイの体を貫いた。

「レイ様っ!!」

　フィッシェルの叫びが森に響いた。

　レイはフィッシェルを庇って攻撃を受けたのだ。

「お願いです！　レイ様、目を、目を覚ましてください!!」

　大量の血を流しているレイに、フィッシェルは何度も何度も呼びかける。

　フィッシェルは通常の回復魔術で治療をしようとするが、レイの血はドクドクと流れて止まらない。「やだっ！　嫌です！　レイ様っ!!」

　フィッシェルは自分の無力さを呪った。

　そんな彼女を嘲笑うかのように、魔王はぺろりと舌なめずりをした。

「さあ、お前が持っている『守護の女神』の魂。それを手に入れれば、俺は完全な力を取り戻す」

　フィッシェルは目に涙をためて、魔王を睨みつけた。

「許せない……許せないっ!!」

　フィッシェルはマーガレットから教わった水の魔術を発動させて攻撃を放つ。

　しかし、フィッシェル一人の力では魔王はびくともしない。

（お願いっ！　お願いっ！　私に力を貸して!!）

　フィッシェルの願いも虚しく、彼女に魔王の攻撃が向かってくる。

「終わりだ」

　冷たく言い放たれたその言葉を聞きながらも、フィッシェルは攻撃をやめなかった。

（諦めたくない！　もう一度！　もう一度……時間よ、巻き戻って!!）

　その瞬間、魔王の攻撃が止まった。

（え……？）

　気づけば、フィッシェルに向かっている攻撃どころか、魔王の体の動きも止まっている。

　レイから流れる血も、ハエルの呼吸も、そして雲も飛び立った鳥も止まっている。

（時間が、止まった……？）

　そう理解したフィッシェルだったが、声を出すことも動くこともできない。

　そんな彼女の頭に、再び声が聞こえた。






『フィッシェル』






（マリー!?　マリーなの!?）

　フィッシェルの心の声に、マリーは反応する。






『フィッシェル、あなたと私は二人で一つ。『守護の女神』の力と魂を持つ者。魔王の攻撃を受けたあの日に、私たちは魔王の復活を阻止するために生まれ変わった』






（そうだ。それで、マリーは……）






『そう、私は死んだ。だけど、あなたはまだ生きてる。あなたが生きてる限り、魔王は完全に復活できない。だから、私が時間を巻き戻してたの』






（じゃあ、やっぱり時間は巻き戻ってたのね）






『ええ。私一人の力だけではどうすることもできなくて、あなたの記憶だけを保つのがやっとだった。お願い、もう私の力は残っていないの。これが最後になるはずよ。私の最後の力で時間を巻き戻すから。フィッシェル、お兄様と一緒にこの世界を守りましょう。そして、また三人で……』






　マリーの声はそれ以上、何も聞こえなくなった。

（マリーが時間を巻き戻して、魔王の復活を阻止してくれてたのね……）

　きっとマリーが時間を戻さなければ、魔王はフィッシェルを殺して力を復活させていただろう。そうしてレイをも殺し、世界は魔王の手に落ちていたかもしれない。

（マリー……あなたが守ってくれたこの命。絶対に無駄にしない）

　フィッシェルはマリーの願いと共に、もう一度あの日に戻る決意をする。

（マリーが与えてくれた最後のチャンス。絶対に魔王を倒して、また三人で必ず……！）

　フィッシェルの最後の闘いが、始まる──。

















第三話　もう二度と繰り返さない












　時間が巻き戻っていく中で、フィッシェルは昔の夢を見た──。

　暖かい陽気に包まれる庭で、幼いフィッシェルは一人ベンチに座っていた。

　その瞳には、楽しく花を摘んで遊ぶマリーの姿が映っている。

（マリー様と遊びたい、けど私は伯爵の娘で、マリー様は公爵家のご令嬢……）

　フィッシェルのルクラーズ家とマリーの家であるヴェルン家は仕事のパートナーとして付き合いがあったが、プライベートでも親しかった。フィッシェルたちが五歳の時に、両親たちは夜会で意気投合し、それから定期的にヴェルン邸にて食事会が催されている。

　その日もランチを皆でとり、両親たちはその後仕事の話をするからと、子どもたちは庭で遊ぶこととなった。

（マリー様、なんて可愛いのかしら）

　花を摘んだり、その花を器用に編み込んで冠を作ったりと、フィッシェルの目にはマリーがとても輝いて見えた。

（女神様みたい……）

　フィッシェルは子ども心にそう思った。

　自分とは全く違う世界に住んでいるような、そんな心地がしてしまう。

（一緒に遊びたい、なんて言えないよね）

　マリーを見つめた後、彼女は俯く。フィッシェルの両手はなんとなく落ち着かなくて、ふわふわと動いていた。

　引っ込み思案のフィッシェルは、どうしても自分から声をかけられなかったのだ。

「フィッシェル」

　少年の声に顔をあげると、そこにはマリーの兄であるレイが立っていた。

「レイ様っ！」

　フィッシェルは急いで立ち上がって、レイに挨拶をする。

　フィッシェルにとって、母親のマーガレットと同じように、魔力の強い彼は憧れの存在であった。

　彼の美貌に加えて、その憧れの気持ちからフィッシェルは思わず目を逸らしてしまう。

　そんな彼女の様子を見たレイは、何も言わずに隣に座った。

「よかったら、一緒に座って」

　その声はとても優しい声色であった。

「は、はいっ！」

　人見知りのフィッシェルは声が上ずってしまい、恥ずかしさで顔を赤らめた。

「ご、ごめんなさい……」

「謝る必要はないよ。君は悪いことなんて一つもしていない」

　レイの言葉にフィッシェルは心が救われた。

　以前、人見知りでうまく話すことができなかった時、同年代の伯爵令息に責められたことがあり、それがフィッシェルの嫌な記憶として残っていたからだ。

（よかった……）

　人見知りだが、よく他人の顔色を窺ってしまうフィッシェルは、レイが気を悪くしていないか不安だったが、そうではなさそうだと知り、安堵する。

「君は何をするのが好きなの？」

「え……」

　突然、自分のことを聞かれてフィッシェルはドキッとしてしまう。

（なんて答えたらいいんだろう。えっと、その……）

　必死に「貴族令嬢として正解の答え」を探そうとして、フィッシェルは考え込んだ。

　焦った様子で考え込む彼女に、レイは告げる。

「違う」

「え？」

　フィッシェルはレイの方を見た。

「難しく考えないでほしい。本当に君が好きなことを教えてほしいんだ」

　レイはそう言って、チラリとフィッシェルを見た。

　彼と目が合ったフィッシェルは、思わず頬が赤くなった。

（私の、本当に好きなこと……）

　どこかいつも周りの顔色を窺って過ごしていた。

　そんな彼女が初めて自分に目を向けて、自分を知ろうとした。

（お花は好き。それに、本も好き。それから……）

　次に自分のしたいことについて考えたとき、フィッシェルはあることがしたいと願った。

（でも、これを口に出していいのかな……）

　フィッシェルが自分の気持ちを出すことをためらっていると悟ったのか、レイは自分の首元に手をやって、自身のネックレスを取って、何か願いを込めている。

　首を傾げてレイを見つめるフィッシェルの首に、レイはネックレスをかけた。

「ここに『勇気が出るおまじない』を込めておいた。このお守りがきっと君を守って、そして君に勇気をくれるよ」

　レイはそう言って、フィッシェルの頭に優しく手を置いた。

（レイ様ってこんなに優しいんだ）

　次期公爵としての彼の印象は、フィッシェルの中で少し近寄りがたい存在だった。そんな彼の優しさに触れて、フィッシェルは恐る恐る口を開いた。

「……ぃです」

　あまりにもか細い声で、隣にいるレイにすら届かない。

　しかし、レイは聞き返すことなく、彼女自ら伝えてくれることをじっと待っていた。

　フィッシェルは勇気を出して、さっきよりも大きな声で告げる。

「遊んでみたいです、マリー様と」

　ぎゅっとドレスを握り締めたフィッシェルの手は震えている。

　そんな彼女の手にそっとレイの手が置かれた。

「よく言ってくれたね。マリーも君と遊びたいと思う。見て」

　そうして、レイはマリーの方へ視線をやった。

（マリー様……？　あ、手を振っていらっしゃる）

　マリーがフィッシェルのもとへ駆け寄って、花を差し出した。

「フィッシェル、私と……その、一緒に遊ばない？」

「よろしいのですか？」

　マリーの誘いにフィッシェルは戸惑いの声をあげた。

「もちろんよ！　それに、『様』も禁止！」

「ですが……！」

「あなたと友達になりたいの。ダメかしら？」

「友達」という言葉が少し気恥ずかしかったのか、マリーは髪をいじっている。

（いいのかな？）

　彼女の誘いを受けてよいかフィッシェルが迷ってレイの方を見ると、レイは静かに頷いた。

（お友達になりたい！　マリーと！）

　ぎゅっと勇気を込めて手を握り締めた後、フィッシェルは立ち上がって勢いよくお辞儀する。

「お、お友達になりたいです！　ま、マリーと！」

　彼女はどんな反応をするのだろうかとドキドキしながら、相手の返事を待った。

（い、言ってしまった……）

　すると、緊張で固まってしまった体が、温かく包み込まれた。

「マリー……？」

「ええ、もちろんよ！　私もフィッシェルと友達になりたい！」

　マリーに抱きしめられたフィッシェルの体は、少しずつ緊張がほぐれていった。

「お兄様っ！　フィッシェルをお借りしていいですか？」

「ああ」

　マリーは嬉しそうに笑みを浮かべると、フィッシェルの手を引いた。

「行きましょう!!」

　フィッシェルがレイに視線を向けると、二人を見守るように温かい目をしていた──。






　温かい太陽の日差しを感じて、フィッシェルはゆっくりと目を開いた。

　花がたくさん咲いた庭で、フィッシェルはマリーと楽しんでいる最中だった。

（久しぶりに思い出したなあ。マリーと友達になった日のこと。それに、レイ様に少し近づけた時のこと）

　フィッシェルはくすりと笑った。

「ああっ！　もう、なんで笑うのよー！」

　フィッシェルの目の前で、マリーは頬を膨らませながら怒っている。

（いつものマリーだ。いつもの……）

　幼い頃からずっと一緒にいた彼女の姿を見て少し安心した。

　だが、この後に起こる悲劇も同時に感じてしまい、フィッシェルの表情は次第に曇っていく。

「どうしたの？」

　マリーは心配そうにフィッシェルに尋ねた。

「ううん、大丈夫。それで、なんだっけ？」

　フィッシェルはマリーに尋ねた。

（きっとこの後マリーは、ここを離れるのよね）

　彼女に自分の不安を気づかれないように、フィッシェルは笑みを浮かべる。

「お母様がお仕事先から手紙をくれたって話で……あっ！」

　マリーは急いで首からかけていた小さめの懐中時計を見た。

「フィッシェル、ごめんなさい！　ほんとに申し訳ないのだけど、実はこの後ハエルと会うことになって……」

「ええ」

　フィッシェルがあまりにもすんなりと受け入れたので、マリーは不思議そうな顔を見せた。

「なんだ、バレちゃってたかしら」

「なんとなくね」

　フィッシェルの言葉に、マリーはくすりと笑った。

　そうして、マリーはフィッシェルの耳元で言う。

「あなたと義姉妹になれるのを、楽しみにしてるわ」

　このセリフを聞くのは何度目だろうかと思いながら、フィッシェルはマリーを見送る。

「いってらっしゃい」

「うん、いってきます！」

　元気よくそのまま去っていくマリーの背中を見つめて呟く。

「待ってて。今、助けに行くから」

　フィッシェルはマリーが去った後、そう呟いた。

（きっと大きく未来を変えてしまえば、魔王が異変に気づいてまた姿をくらませてしまうかもしれない。ハエルの体もたぶんもう危ない。二人を同時に助けるには……）

　フィッシェルは立ち上がると、レイが現れる方へと向かって走り出した。

　すると案の定、庭と邸宅を繋ぐ廊下でフィッシェルはレイと会う。

　フィッシェルの予想外の登場に、レイは驚いた。

「どうして僕が来ること、わかったの？」

　自分の行動を読まれて不思議がっているレイに、フィッシェルは真剣な面持ちで答える。

「『守護の女神』だから。と言ったら、お話を聞いてくれますか？」

　フィッシェルの口から出た言葉に、レイは顔色を変えた。

「マリーを助けたいんです。でも、そのためにはレイ様の力が必要なんです。お願いします、力をお貸しください！」

　フィッシェルは深々と頭を下げた。

　すると、レイはフィッシェルの肩に手をやる。

「頭をあげて」

　レイはフィッシェルに一瞬笑みを向けた後、森の方へ視線を向けて言う。

「魔物が近頃騒がしいと思っていたが、そういうことか」

　このところ魔物の活動が一気に高まっていた。

　魔術院はその対処に追われており、レイも例外なく忙しくしていたのだ。

　レイはフィッシェルに視線を戻すと、彼女に告げる。

「フィッシェル、詳しく聞かせてほしい」

「はいっ！」

　フィッシェルがレイに話し始めた。

「時間がありません。レイ様、移動しながら話します！　一緒に来ていただけますか!?」

「ああ、わかった」

　フィッシェルとレイは走り出した。






「レイ様は『聖魔術戦争』の記憶をお持ちだということで合っていますか？」

「ああ」

　レイは深く頷いてじっとフィッシェルを見つめている。

「それは『創世の魔術師』として、『破滅の魔王』と闘った記憶ですか？」

「そうだ」

　フィッシェルはレイに一つ一つ確認しながら、順に説明していく。

（なんだか、こうして話していても、まだ全部を信じきれない。でも、やるしかない！　マリーが待ってる）

　フィッシェルの不安を感じ取ったのか、レイはふと立ち止まって彼女の手を取った。

「レイ様……？」

「フィッシェルが伝えたことは全部信じる。僕は何があっても君の味方だ」

　その言葉を聞き、フィッシェルは唇を震わせた。

（この人は、あの日から変わらない。ずっと私を、そしてマリーを守ってくれている。私たちの味方でいてくれている。それなら、私もやることは一つ。魔王を倒して、三人でまた笑って過ごしたい！）

　それまで自信なさげで伏し目がちに話していたフィッシェルは、レイをまっすぐに見つめ、凛とした表情で話す。

「レイ様、『破滅の魔王』が婚約者のハエルを器として利用し、マリーに近づいています」

　レイは静かにフィッシェルの言葉に耳を傾けて走る。

「私はマリーの女神の力で、時間を遡ってきました」

「刻ときの力か」

　フィッシェルはレイの言葉に頷く。

「この後、マリーはヴェルン邸近くの森で魔王の手にかかって……死にます」

　フィッシェルが伝えるのをためらった「死」という言葉を聞き、レイはその場に思わず立ち止まった。

（レイ様……）

　フィッシェルがレイを心配して様子を窺うと、彼はとても辛そうな表情を浮かべていた。

（レイ様……でも、ちゃんと伝えないと。この先の悲劇を、これ以上繰り返したくない！）

　フィッシェルは手を握り締めて訴える。

「レイ様。私はちっぽけな魔力しか持っていません。でも、幼い頃にレイ様に背中を押されてマリーと友達になれました。一歩がなかなか踏み出せない私は、マリーに勇気づけられて何度も救われました。だから、今度は、私がマリーを助けたい！　前世の記憶も女神や魔術師や魔王のしがらみなんて関係ない！　私はただ友達を、そしてあなたを救いたい！」

　フィッシェルはレイに頭を下げてお願いをした。

　すると、フィッシェルの頭に、優しい彼の手が触れる。

「フィッシェル、君は昔から純真で清らかだ。そして、そんな君だから、僕はきっと……」

　レイは一度目を逸らした後、フィッシェルに告げる。

「僕は君を、そしてマリーを守る。行こう、マリーが待ってる」

「はいっ！」

　フィッシェルとレイは、もう一度走り出し、マリーのもとへ向かった。






　玄関へと向かう途中、レイはヴェルン邸の裏手に続く舗道へと行く先を変えた。

「レイ様、どちらに!?」

「フィッシェル、そこで待っていて！」

　フィッシェルはレイの指示通りに待ってみる。

（レイ様……）

　徐々に気持ちが焦ってくる中、フィッシェルの目にレイが映った。

（馬……!?）

　レイは黒馬くろうまに乗っていた。二人で森に向かうには、馬に乗ったほうが馬車よりも速いとレイは判断したのだ。

「フィッシェル、手を取って！」

　言われた通りに手を出すと、レイがその手を引っ張り上げた。

　細い舗道を駆けながら、レイは自身の後ろにフィッシェルを乗せる。

「僕の腰に掴まって」

「は、はいっ！」

　実は馬に乗るのは初めてのフィッシェルは、足元に感じる風の速さで怖くなった。

　しかし、その恐怖は一瞬の内に過ぎ去っていった。

（マリー……！　これなら、早くあなたのもとへ着くことができる！）

　フィッシェルの頭の中は、マリーを助けることしかなかった。

「見えたっ！」

　手綱を持ったレイがそう叫んだ。

　急いでレイの背中から顔を出したフィッシェルも、マリーの乗った馬車を確認できた。

　馬車はちょうど停車したところのようだ。少し離れたところにハエルの姿も見えた。

「レイ様っ！　ハエルがあそこに！」

　フィッシェルの言葉を聞き、レイは馬に乗ったまま片手で氷の破片をつくり上げて、それをハエルとマリーの間の地面に放ち、結界を張った。

「お兄様っ!?　それに、フィッシェルまで……!?」

　マリーは馬車の中から地面に降り立った。

　しかし、そのマリーに向かってハエルがナイフを投げようとした。

「伏せろ、マリー!!」

　レイは叫んだ。

　ハエルの投げたナイフは、レイの言葉で咄嗟にしゃがんだマリーの頭上を通って馬車に突き刺さった。

「くそっ！」

　ハエルはイラついた表情を見せながら吐き捨てた。

「マリーっ！」

　フィッシェルは馬から飛び降り、マリーに駆け寄った。

「一体どういうことなの!?」

　困惑するマリーにフィッシェルは説明する。

「マリーと私は『守護の女神』なの！」

「え？」

　フィッシェルの言葉を聞いて訳が分からないと言った様子でマリーは首を傾げている。

　その間にもハエルはマリーを殺そうとし、それをレイが氷の結界で守り、防いでいた。

　フィッシェルは説明しようとするが、どこからどう話していいのかわからない。

　すると、レイがマリーに声をかける。

「マリー！　僕が渡した懐中時計に光の魔術を込めてくれ！」

「え？」

　戸惑うマリーにフィッシェルが声をかける。

「マリー！　レイ様の言う通りにしてみよう！　私も一緒にやるわ！」

　フィッシェルの言葉にマリーは頷いた。

　マリーは懐中時計を取り出すと、ぎゅっと握り締めた。

　フィッシェルも願いを込めるように、マリーの手に自身の手を重ねた。

　二人の願いによって懐中時計は強い光に包まれた。

　やがて、その光はフィッシェルとマリーに吸収されていく。

（なにこれ……光がどんどん私たちの体に流れ込んでくる……）

　光は二人を包み込み、辺りが一気に明るくなった。

「ぐああああああっーーーーーーーーー!!」

　魔王の叫びが響き渡った。

　その光はまさしく『守護の女神』の光の魔術の輝きであり、魔王には耐えがたいものだった。

　ハエルの体を乗っ取っていた魔王は、体から追い出された。

「んぐっ……ぐはっ……」

　魔王の力はまだ不完全であり、女神の光も近くにあるために魔王は苦しみもがいている。

　魔王が体から離れたハエルは、その場に倒れた。

　レイは魔王が女神の光によって弾き飛ばされた瞬間を見逃さず、氷の結界でハエルを守った。

　一方、光の輝きが収まると、フィッシェルはゆっくり目を開いた。

（前世の記憶が……流れ込んできた……）

「フィッシェル、マリー、無事か？」

　レイが二人に声をかけた。

「はい、レイ様もご無事ですか？」

　フィッシェルが心配そうに尋ねると、レイは頷いた。

　すると、マリーはレイを見上げた。

「お兄様はずっと知っていらしたのですね、私が『守護の女神』であると」

　マリーは前世の記憶に戸惑いながら呟いた。

「ああ、僕は前世で女神に託されたんだ。もし魔王が復活する危険が迫った時があれば、記憶を戻してほしいと」

　フィッシェルとマリーは、なぜ記憶を維持できなかったのかがわかった。

（魔王の攻撃によって、二つにわかれてしまったから、私たち自身では記憶が維持できなかったんだ）

　二人がそう感じた時、魔王の気配が一気に変わった。

（うぅ……何これ……）

「グォォォン」

　耳鳴りのような不協和音が、フィッシェルたちに襲いかかる。

「いやっ！」

「マリー！　しっかり！」

　魔王は禍々しい声を発し、魔力をどんどん高めていく。

「くっ……」

　さすがのレイも苦悶の表情を浮かべた。

　魔王の叫びは森の中に響き渡って、その声はあたりの草木を枯れさせた。

　すると、マリーがフィッシェルとレイに叫ぶ。

「ハエルが危ない！　光の結界を張るわ！」

　マリーの言葉に二人は頷いた。

　走り出したマリーの後に続いて、フィッシェルとレイも走り出した。

　駆け出した瞬間、フィッシェルは魔王のほうに視線をやった。

　すると、大きな目がぎょろりとフィッシェルたちを捉える。

「マリー！　レイ様！　急いで！　魔王が攻撃を仕掛けてきます！」

　レイはその言葉を聞くと、その場に立ち止まって魔王に対峙した。

「お兄様っ！」

「こちらを気にするな！」

　魔王は大きくいびつな形の口を動かすと、不気味な笑いを見せた。

　レイは氷の破片を無数に作って、魔王に向かって放つ。

「ぐへへへへへへへ」

　魔王はレイの攻撃を受け止めると、氷の破片を大きな手で砕いていく。

「くっ！」

（なっ！　レイ様の攻撃が通らないっ!?）

　レイが魔王の気を引いている間に、急いでマリーが女神の加護で結界を張った。

「お願い、ハエルを守ってちょうだい」

　ハエルは魔王に長期間に渡って体を乗っ取られた影響で、衰弱していた。

　フィッシェルも回復魔術を駆使し、ハエルの治療にあたった。

　ハエルの顔色は少しずつよくなり、呼吸や心臓の鼓動も安定してきた。

「よかった……」

　マリーはそう呟き、地面に苦しそうに手をついた。

「マリーっ！」

「はあ……はあ……」

　マリーは苦しそうに肩を大きく動かして息をしている。

　フィッシェルが再びマリーに声をかけようとした時、後ろから大きな衝撃音が聞こえた。

　急いでフィッシェルは振り返ると、そこには魔王の攻撃に苦戦するレイの姿があった。

「レイ様っ！」

　腕には深い切り傷があり、血が流れ落ちている。

　その腕を押さえてなんとか立っている状態のレイは、苦しそうな表情を浮かべている。

（このままじゃ……このままじゃ……また……！）

　悲劇の繰り返しがフィッシェルの頭をよぎった。

「ぐはははは！　惨めなものだな、お前たちも。女神も、魔術師も、俺に殺される運命なんだ。おとなしく、その力を渡せ！」

　魔王の力はどんどんと膨らみ、世界が闇に包まれようとしている。

　フィッシェルは拳を握り締め、唇を噛んだ。

（何か方法は……方法は……）

　フィッシェルが辺りを見渡す。

　友人も、恋い慕う人も、友人の大切な人も、皆が絶望の色に染まっていく。

（嫌だ……こんな……こんな結末は……）

　フィッシェルはマリーに訴える。

「約束したじゃない。三人で、三人でまた必ず……」

　その瞬間、フィッシェルの手にマリーの手が重なった。

「マリー……？」

　ゆっくり息をしながら、マリーはもう一方の手でフィッシェルの頬を撫でた。

「フィッシェル、女神の力をより発揮できるのはあなたかもしれない」

「え？」

「あなたはいつも『自分なんて』って言ってる」

　フィッシェルはマリーの言葉に頷いて答える。

「うん、だって。私は臆病で、弱くて……」

　マリーはフィッシェルの手を強く握った。

「フィッシェル、あなたは優しくて。だからこそ、強いわ。絶対、あなたなら女神の力で魔王を倒せる。だから、私の中にある女神の力をあなたに託したいの」

「マリー……」

　そう言ってマリーは手に女神の力を溜めた。

　マリーの手のひらがぼわっと明るくなる。

「女神の力と私の想いを受け取って。そして、お兄様と一緒に魔王を倒してほしいの」

（でも、そんなことをしたらマリーは……）

　フィッシェルの気持ちが伝わったのか、マリーは微笑んだ。

「大丈夫よ、私はもう死なないわ」

　その言葉を聞いて、フィッシェルは安堵する。

（魔王を倒すために、女神の力を復活させる……）

　フィッシェルは不安だった。

　一度わかれてしまった魂と力は果たして再び一つに戻るのだろうかと。

（でも、やるしかない。ううん、やらなきゃいけない！　絶対に死なせない！　みんなでもう一度……もう一度、一緒に生きたい！）

　フィッシェルは立ち上がった。

　マリーから女神の力を受け取ると、フィッシェルは自分の中に吸収していく。

「うぅ……！」

　自分の中に一瞬異物が侵入したような、そんな感覚をフィッシェルは覚えた。

　しかし、次第にその力は自分自身の体に馴染み、そして一つになった──。

（あたたかい……女神の守護の力が沸き上がってくる）

　フィッシェルがちらりとマリーに目をやると、マリーは満足そうに頷いた。

「頼んだわよ、フィッシェル」

「うん。マリーの力も一緒に乗せて闘うよ」

　フィッシェルは魔王の方に視線をやった。

　なんとかレイが魔王の攻撃を食い止めているが、レイはだんだん魔力を消耗し、徐々に魔王に押されていた。

「はあ……くっ……」

「レイ様っ！」

　レイのもとにフィッシェルが駆け寄る。

「フィッシェル、危ないから下がって」

「大丈夫です。女神の力をマリーから譲り受けました」

　その言葉を聞き、レイは目を細めた。

『創世の魔術師』としての魂が、マリーの女神の力を受け取って完全体となったフィッシェルの中の『守護の女神』の魂に呼応していた。

「フィッシェル」

「はい」

　レイはフィッシェルの頭を撫でて、そして髪をすくいとってキスをした。

「レイ様っ!?」

　レイの突然の行動にフィッシェルは顔を赤くした。

　そんなフィッシェルの様子を見て、レイは微笑んだ。

「フィッシェル、君の力を貸してほしい。絶対に僕が守る。だから、一緒に闘ってくれるか？」

　フィッシェルの答えは一つしかなかった。

　彼女はレイの瞳を見て、力強く答えた。

「はい、一緒に魔王を倒します」
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　レイは頷くと、魔王の方へと向き直った。

「話は終わったかあ？　女神だ、魔術師だなんて言うが、所詮お前たちは人間だ。俺に敵うわけがない」

　魔王は再び金切り声をあげて、フィッシェルとレイを威嚇する。

（体が、動かない……）

　魔王の声によって、二人の体は思うように動かない。

　しかし、その時だった。

（あ……）

　フィッシェルの脳内に強い衝撃が走った。

「うぅ……！」

　フィッシェルはその場にうずくまってしまう。

「フィッシェルっ！」

　レイの手がフィッシェルの肩に触れた瞬間、何かが電流のように流れてきた。

（何……これ……）

　突然、頭の中に前世の記憶の一部が流れ込んできたのだ。

（女神が、攻撃をして、それから……魔術師が追撃した瞬間……？）

　それは『聖魔術戦争』の魔王が女神を切り裂く直前の記憶だった。

　女神と魔術師が魔王を攻撃した瞬間が、ゆっくりとした映像のようにフィッシェルの頭の中に流れてきたのだ。

　そして、フィッシェルはあることに気づいた。

（魔王……目をかばってる……？）

　フィッシェルはハッと目を開いた。

　目の前にいる魔王の右腕に、大きな目があった。

　フィッシェルは女神の力を発動させ、魔王に放った。

「んぐあああっ！」

　魔王は苦しみながら、地面に縫いつけられたように動けなくなった。

　フィッシェルは急いでレイに伝える。

「レイ様っ！　魔王の心臓は、あの右腕の目です！」

　フィッシェルの言葉を聞き、レイは魔王の目を見た。

「くそっ！」

　魔王は攻撃を受けまいと、女神の光の捕縛から逃れようとする。

　しかし、フィッシェルが持つ女神の力がそれを上回った。

「フィッシェル、さすがだ」

　そう言ってレイは氷の魔力を最大限高める。

「やめろっ！　やめろおおおおおおおおおおーーーーーーーーー!!」

　魔王はレイの攻撃を予感して叫び続ける。

「『聖魔術戦争』以来の長い闘いだったな、『破滅の魔王』」

　レイは魔王に最後の言葉をかけ、無数の氷の刃を一斉に放った。

「んぐっ！」

　刃の一つが魔王の心臓部分の目に突き刺さった。

　そして、とどめを刺すように、幾千もの氷の矢が魔王に刺さった。

　魔王の最期は声もなく、姿形も消えていった──。

「やった……」

　フィッシェルとレイは目を合わせて微笑み合った。

　そんな二人の様子をマリーは眺めて、笑った──。

















エピローグ












『破滅の魔王』が死に、再び王国に平和が取り戻された。

　国王には『破滅の魔王』との闘いのこと、そしてその結末についてレイから報告された。

　魔王が倒されたことによって、魔物の出現や事件の発生が減り、王都の情勢も落ち着いていくだろうとのことだった。

　しかし、魔物が完全にいなくなったわけではない。

　人間に害を及ぼすことのないよう、レイは今後もマーガレットの右腕として、王国を守っていくこととなった。

　一方、聖ヴァルド学院の中庭では、いつも通りランチをしているフィッシェルとマリーがいた。

「はあ～！　今日のサンドイッチもすんごく美味しい！」

　マリーは口元についたソースを拭いながら、嬉しそうに声をあげた。

「今日は米粉パンで作ったのよ！」

「こめこ？」

　マリーは不思議そうに首を傾げている。

「そう、東国の方ではお米の生産が盛んらしいのよ。で、うちの領地で治水事業がうまくいったから、試しにお米を作ってみたの。そしたら、これがすごく美味しくてね！」

　フィッシェルは手の指を折りながら数えていく。

「おにぎり、お餅、それに米粉パンでしょ。それから、団子とあとは……」

「ちょ、ちょっと待って！　なにその呪文みたいなの！」

　マリーはフィッシェルが言う料理の数々についていけない。

　フィッシェルは何かをひらめいたようにマリーに言う。

「じゃあ、明日から作ってくるよ！　順番に、全部！」

「全部!?」

　一体全ての料理が終わるのはいつになるのだろうかと、マリーは思った。

　すると、そんな二人に近づいてくる人影があった。

「ハエル？」

　ハエルには自分の体を魔王に乗っ取られたという記憶がない。

　しばらく安静に過ごしていたが、すっかりよくなって昨日から学院に復帰していた。

　そんなハエルはマリーに頭を下げた。

「ごめん！　マリー！」

「え？」

「俺、マリーが浮気したって勝手に疑って。それで、酷いこと言って……反省してる。婚約も破棄されて当然だと思う」

　その言葉を聞いてマリーは食べかけのサンドイッチをバスケットに置くと、立ち上がってハエルに近づく。

「私こそ、ごめんなさい。ハエルの気持ち、考えてなかった。私だって、ハエルが他の女の子に触れてるとこ見たら、きっと嫌になるわ。私、ずっとハエルのこと、好きで。だから、疑われたことが悲しくて、ついカッとなって……私こそ、ごめんなさい」

　マリーはハエルに頭を下げた。

　すると、意外なマリーの行動に焦ったハエルはさらに低く頭を下げる。

　そしてさらにマリーも低く……。

（ふふ、もう何してるのよ）

　フィッシェルは笑いながら、これ以上、二人の邪魔にならないようにそっと離れた。

　すると、マリーがフィッシェルに声をかけた。

「フィッシェル、次はあなたの番」

「え？」

　聞き返したフィッシェルにマリーは告げる。

「お兄様は今日、学院の裏庭にいるはずよ」

「マリー……」

「頑張って、フィッシェル」

　そう言ってマリーは手を振った。

　そんな彼女に、フィッシェルは笑顔で伝える。

「マリー、ありがとう」

　フィッシェルの感謝の言葉に、マリーは笑って頷いた。

　フィッシェルは急いで学院の裏庭へと走り出す。

　裏庭に行く途中で、様々なことを思い出していた。

（私はいつも自信がなくて……だから、自分の意思をちゃんと伝えられなくて……）

「はあ……はあ……」

　フィッシェルは一生懸命に前を向いて走った。

（でも、きっとそれじゃいけない。伝えなきゃいけない）

　フィッシェルの頭の中で、ここ数回にわたって繰り返された悲劇がリピートされた。

　マリーの死だけではない。その死がレイを大きく変えてしまった。

　マリーとフィッシェルへの想いが強すぎるあまり、彼は必死に奪われまいと守ろうとした。

（館で過ごした時のレイ様は怖かった。触れれば壊れてしまいそうなほどに脆くて、そして寂しさに支配されてしまっていた）

　魔王に大切なものをこれ以上奪われないようにするためとはいえ、あの館にフィッシェルを閉じ込めたのは彼の望む手段ではなかっただろう。

　彼がフィッシェルに刃を突き立て、そして彼自身も死を選んだ瞬間は、心の中で何度も助けてほしいと叫んでいたに違いない。

　そして、魔王との闘いはフィッシェル一人の力で勝てるものではなかった。

（十二年前の事件の時も、そしてこの闘いも、ずっとレイ様が支えてくれた）

　彼との出会いが、彼女を大きく変えていた。

　そして、この悲劇を共に乗り越えたからこそ、伝えることの大切さが身に沁みた。

（伝えたい……会いたい……大好きな人に！）

　そこには、幼くて臆病な彼女はもういなかった──。

「レイ様っ！」

　裏庭に着いた瞬間に、フィッシェルは彼の名前を呼んだ。

「フィッシェル？」

　息を切らせて走ってきたフィッシェルに、レイは心配そうな眼差しを向けた。

　そんな彼に、フィッシェルは伝える。

「好きです」

「え？」

　フィッシェルの言葉に、レイは目を丸くさせた。

　彼女は真っすぐに、今まで言えなかった想いを言葉にしていく。

「最初は憧れでした。友達のお兄様で、強くて、優しくて……。でも、十二年前、レイ様が身を挺して私を守ってくださって、それからどんどん好きになっていって……。気づいたらあなたの姿をいつも目で追っていました。自分なんかが釣り合うわけないって、ずっと思っていました。でも、魔王との闘いで気づきました。人間はいつ、自分の想いを伝えられなくなるかわからないんだって」

　レイはじっとフィッシェルの言葉に耳を傾ける。

「ずっと好きで、大好きで……あなたの、レイ様の傍にいたいって思いました。傍にいるのは私じゃなきゃ嫌だって、そう思いました……」

　その瞬間、フィッシェルの体は温かい何かに包み込まれた。

　それがレイの体であると気づくと、フィッシェルの頬はどんどん赤くなっていった。

「レイ様っ!?」

「さすがにそれはずるいな」

　レイはフィッシェルの耳元でそう言う。

「君のことはずっと妹みたいに思っていた。妹と同じ年で、妹の友人で、僕は兄であると。そう思っていた」

　フィッシェルは静かに彼の言葉を聞き届ける。

「だが、昔、君が僕の看病をしてくれたことがあった」

（あ……）

「その時に初めて君を頼もしいと思った。君が誘拐されたあの事件の時からずっと、君は守られる存在だと思い込んでいた。でも、違った。君は強い女性だった」

「レイ様……」

「僕はフィッシェルを守らなければ、と思っていた。だけど、違う。きっと君となら、隣に立って、一緒に歩いていける。どんな困難があっても、傍で支え合って生きていける。そう思えた」

　レイは体を離すと、フィッシェルのマリンブルーの瞳を見つめて伝える。

「僕も好き。だから、僕の隣にいてほしい」

　フィッシェルの心臓は大きく跳ね上がった。

　呼吸が苦しくて、うまく息が吸えない。

「レイ、さま……」

　フィッシェルの頬に、レイが優しく手を添えた。

「僕で本当にいいの？」

「レイ様だから、いいんです！」

　レイはフィッシェルの頬を親指でなぞった。

　その仕草さえもフィッシェルの胸をドキドキさせる。

「キス、していい？」

「き、聞かないでください……」

　フィッシェルは困ったように目を逸らした。

　その瞬間に、彼女の唇は目の前の彼に奪われていた。

　甘くて蕩けるような優しいキスが、フィッシェルに降ってくる。

「フィッシェル、絶対もう離さないから」

　二人は再び唇を重ねた。

　風が二人の頬を撫でていく。

　祝福の花びらが、空にふわりと舞い上がった。
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　掴み取った未来のその先で、彼女は大好きな人に想いを届けた──。

















番外編　素敵なお茶会












　フィッシェルとレイが婚約をした少し後のこと──。

　ヴェルン邸ではアフタヌーンティー会が開かれていた。ご令嬢やご夫人が多く参加するかしこまったものではなく、フィッシェルとマリー、そしてマリーの母親であるエミリの三人だけのプライベートなものだった。

「久々に私も参加できて嬉しいわ！」

　エミリはヴェルン邸の玄関で両手を広げて、フィッシェルを歓迎する。

「お招きいただき、ありがとうございます！」

　フィッシェルもお辞儀をして、エミリに挨拶をした。

　エミリは王国で最も有名なドレスブランド「ヴィルディア・エミリ」を三年ほど前から経営している。ヴィルディアとは、「幸福」を意味する言葉で、このブランドのウエディングドレスを着て挙式をすることは、王国の女性たちの憧れであった。

　そんな有名ブランドの経営者ともなれば、日常的に世界各国を飛びまわることになる。

　前日に一カ月ぶりの帰国をしたエミリは、今日のアフタヌーンティーをとても楽しみにしていた。

　しかし、フィッシェルは三人の会のはずなのに、マリーの姿が見えないことが気になった。

「エミリ様、マリーはどちらに？」

「ああ、あの子ったら。昨日、私が持ち帰った新作のドレスを着たいっていってきかなくて……。着替えに少し時間がかかっているのよ」

　エミリは申し訳なさそうにフィッシェルに事情を伝えた。

（ドレスが大好きで着慣れてるマリーが、時間がかかるなんて、複雑なつくりのドレスなのかしら？）

　そう思っていると、エミリがわざとらしく大きな声でフィッシェルに声をかける。

「あっ！　そうだ！　フィッシェルもそのドレス、着てみない？」

「え!?」

　フィッシェルは遠慮して、頭を左右に振る。

「私にはきっと似合わないですよ！」

「ヴィルディア・エミリ」のブランドコンセプトは、『女の子をもっと綺麗に輝かしく』だ。コンセプト通り、エレガントで大人っぽさがウリのドレスが多い。

　エミリはフィッシェルの手を取って嬉しそうに口角をあげた。

「フィッシェル、もっと自信を持ちなさい。女の子は誰だって綺麗になれるわ」

（綺麗を……目指せる……）

　フィッシェルはエミリの言葉を聞いて感じた。

（『破滅の魔王』との闘いで、自分に自信が持てるようになった。だから、今度は、レイ様の婚約者として綺麗になりたい！）

　フィッシェルは顔をあげて、エミリを見た。

「私も！　エミリ様の新作ドレスを着てみたいです！」

　その一言に、エミリは満足そうに微笑んだ。

「そうこなくっちゃっ！　行きましょう！」

　こうして、フィッシェルとエミリは衣装室へと向かった。






「マリー、入るわよ！」

　エミリはドア越しに声をかけた。

「お母様、いいわよ！」

　マリーの返答を聞いて、エミリは扉を開けた。

　そこにはマリーの姿があり、その身はオレンジを基調とした華やかなドレスに包まれていた。

（わあ……マリー、綺麗っ！）

「フィッシェル！　いらっしゃい！」

　マリーはそう言いながら、フィッシェルのもとへと駆け寄っていく。

　そうして、フィッシェルに抱き着いた。

「もう、ドレスの形が崩れちゃうよ？」

「平気っ！　これは特殊な布でできているから崩れにくいんですって！」

　マリーはフィッシェルに生地を見せる。

　ドレス生地はきめ細やかに織り込まれていた。

「刺繍糸も特別なものなのよ。丈夫だし、何より光の具合で色が変わるのよ！」

　エミリはマリーのドレスを触りながら、説明する。

（ほんと！　白っぽかったり、紫っぽかったり、水色だったり……光で色が変わってる！）

　フィッシェルは興味深そうに、マリーのドレスを眺める。

　そんな様子をマリーとエミリは目を合わせて嬉しそうにした。そうして、二人は頷き合うと、フィッシェルに提案する。

「あ、そういえば！　私の新作で一番の自信作があるのよ。フィッシェル、それ着てみない？」

「え、いいんですか!?」

　フィッシェルが驚いている間に、エミリはすでにクローゼットから新作のドレスを取り出していた。そのドレスは、鮮やかな赤に白の差し色が入っていて、首元も大きく開いており、二の腕も見えるようなものだった。

（綺麗だけど、すごく大胆!?）

　フィッシェルは普段、淡い色のドレスを着ることが多い。こうした鮮やかな赤のドレスを着ることや首元や胸元の開きが大きいものは初めてだった。

「ふふ、どう？　情熱的でしょう？」

「は、はい……でも、私に似合うかどうか……」

　フィッシェルは不安そうに俯く。

　すると、エミリがフィッシェルの頬に手を当てて、ぐいっと顔を持ち上げた。

「エミリ様!?」

「フィッシェル、新しい自分になりたくない？」

　エミリのローズ色の唇は不敵に笑った。

（そうよね。新しい自分になってみたい……）

　そうして、フィッシェルは新作ドレスを着てみることとなった。

　マリーとエミリが手伝い、フィッシェルは赤いドレスに身を包んだ。

「これが、私……？」

　姿見を見たフィッシェルは、いつもと違う自分に驚く。

　何度もドレスを持ってひらりと動かしてみたり、背中にあるリボンを振り返って鏡に映してみたりして、自分の姿を確認する。

「どう？　新しい自分は」

　エミリの問いかけに、フィッシェルは戸惑いながら返事をする。

「すごいです……なんだか、無敵になった気分です」

　エミリは嬉しそうに笑い、二人に声をかける。

「さあ、新しいドレスに着替えたし、アフタヌーンティーにしましょうか！」

　三人はうきうきしながら、テラスに向かった──。






　テラスに着いた三人は、ゆっくりと紅茶と会話を楽しむ。

　マリーとエミリの母娘が話し、それをフィッシェルが頷いて聞くというのがお決まりである。

　しかし、フィッシェルは決して自分が聞き役となる三人でのおしゃべりが嫌ではなかった。マリーが趣味とする街の素敵なお店めぐりについて聞くのも好きだったし、エミリの旅先での話や経営の話も興味深かった。

「でね、あの角にあったお店に新作のケーキが出たの！」

　マリーが興奮しながら、フィッシェルとエミリに伝えた。そのケーキは王国では珍しい品種の梨を使っており、それが大人気だった。

　すると、エミリがマリーに尋ねる。

「その店には、梨のパイはなかったの？」

「え！　お母様、どうして知ってるの!?」

　エミリは得意げな顔をすると、紅茶を一口飲んで答える。

「それ、先日訪れた街で食べたのよ！　すんごく美味しかったわ!!」

　パイの感想を聞いたフィッシェルは、興味深そうにエミリに聞く。

「エミリ様、そのパイは、サクッとした歯応えの軽いタイプのものですか!?」

「ふふん、フィッシェル。いい質問ね！　これがね、注文してからサクッと系パイにクリームを載せてくれるの！　だから、出来立てが最高なのよっ!!」

「わあ！　食べてみたいです！」

　羨ましそうな表情を浮かべて、フィッシェルはそう言った。

「ふふ、今度そのお店に連れていってあげるわ！」

「わあ！　フィッシェルだけずるい！　私も行きたい！」

「はいはい、二人とも連れてってあげるから、安心なさい」

　エミリは頬を膨らませて抗議する娘を宥めた。

「ねえ、ねえ。最近はうちの子とどうなの？」

　エミリはにやりと笑いながら、フィッシェルに尋ねる。

「え、そ、その……どう、というのは？」

「やだあ！　もう、照れちゃって可愛い！　あの子、ちゃんと愛の言葉伝えてる!?」

「あ、愛!?」

　エミリのからかいにフィッシェルはどきまぎする。

「あ、私もお兄様とフィッシェルの話、聞きたいわ！」

「ま、マリーまで！」

　フィッシェルは婚約者の母親と未来の義妹に詰められて、なんて答えようかと思案する。

　そうしてどう答えて良いかわからず、マリーに矛先を向けた。

「そ、そんなこと言ってるマリーはどうなの？　ハエルとうまくいってるの？」

「え!?」

　まさか自分に話がふられるとは思っていなかったマリーは、目を丸くしてあたふたとする。

「あ～ママも聞きたい！　マリーとハエルの恋の行方！　婚約破棄宣言しちゃって、結局好きだってパパに泣きついたの、どこの誰だったかしらね～」

「もうっ！　お母様は余計なこと言わないで！」

　可愛い娘たちの恋の話に心躍らせるエミリは、大きなリアクションを取りながら、嬉しそうにしている。

（エミリ様、楽しんでるわね……）

　そう思いながら、フィッシェルはエミリが社交界の噂好きだったことを思い出した。

　フィッシェルがマリーに目を向けると、彼女は顔を真っ赤にしていた。

　そうしてマリーは自身の人差し指と人差し指をちょんちょんと合わせながら、目を泳がせて呟く。

「……って言われた」

「え？」

　いつもと全く違う声の細さに、思わずフィッシェルが聞き返した。

　すると、今度はテラス中に響き渡る大声でマリーが叫んだ。

「愛してるって言われた！！！！！」

　あまりにも大きな声に、フィッシェルもエミリも体をビクリとさせた。

　しかし、次の瞬間、エミリはマリーの肩に手を当てて、満足そうな表情を浮かべて言う。

「あのプライドの高いハエルに言わせるなんて、やっぱり私の娘ね！　いやあ～最高よ！　もうたまらないわ！　想像しただけでもう……」

　と言いながら、エミリは恍惚としている。

　胸に手を当てて、うんうんと頷きながら娘の恋の話に浸っていた。

　そんなエミリにもうやめて、とばかりにマリーが彼女の腕を叩いている。

（ふふ、仲良いんだから）

　フィッシェルは微笑ましく眺めていた。

　……その時までは。

「で、フィッシェルは？」

「へ？」

　エミリからの突然の言葉に、フィッシェルはポカンと口が開いてしまう。

「ほらほら！　うちの子からなんて愛の言葉を囁かれてるの!?」

　にんまりと笑って頬杖を突きながら、エミリがフィッシェルに尋ねる。

　再び顔を赤くしていくフィッシェルに、マリーとエミリがぐいっと近づく。

　ごくりと聞こえそうなほど二人はじっとフィッシェルの言葉を待った。

　マリーとエミリの強い視線と圧力を感じたフィッシェルは観念して告白した。

「一生離さないから、覚悟しててって言われました」

　フィッシェルの言葉が予想外だった二人は、目を点にしている。

　そして、マリーとエミリは目を合わせると目をパチクリさせた。

　家族の立場から見ても、あの冷静沈着なレイの言葉とは思えなかったからだ。

　本当に独占欲が強いのね……。

　と、二人は心の中で思っていた。

　そんなこととはつゆ知らず、フィッシェルは照れながら、頬を赤く染めた──。
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